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第隈章

箪一節

〈ト)「 ツ」反 慮 ノ 強 度 ト費 病 雄 疾 病 ノ種 類 ト

ノ關係

緒

所謂結核 ノ追跡 ハ其 ノ感染、褒病、病勢 ノ進行

胸部 「レ」線診査成績

人學常初 ノ胸部 ヂめ 線所見

ツ.3反鷹陽牲健 康者 ト陰牲健 嚢者 トノ

胸部 「V」線像 ノ比較

第二節 胸音臣 レ、線所 見 ノ推移

『ツ」硬磨陽轄時前後Pt一於ケrerv」 線像

ノ比較

第 喧節 胸部 「V」線像 ヲ基礎 ドスが ツ.べ癒陽

牲鹸陰性 二野 スル解澤

範四章 臨林的観察

第一飾 獲 病症例

第二節 日渦 居H者 別罹 患率 ノ比較

第 堪節 入學當初 「ツ誰反鷹陽、陰 牲者 ノ罹患率

鼓罹患疾病 ノ種類

第四節 獲病 ト季節 トノ關係

第五節 「ツ」反鷹陽性轄化時若 シクハ入學時 ト

獲病時 トノ時 間的關係

総括、考按鼓結 論

交 賦

言

等 ノ∫醜 欄 明 力吐 二於テ延 イテノ・結核 ノ豫
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防 封 策施 行上 貢 獣 ス〈ごキ頗 ル重 要 ナ ル課 題 デ ア

ル、 從 ツ テ 此 ノ方 面 轟 於 ケル 業績 ハ 特 二最 近

「レ」〈ヂレ ン トゲ ン」ノ略構 、 以 下 同 ジ)線 診 臨 法

ノ叢 達 ハ此 レ ト 「ツ」 〈「ツ〈・ル ク リ ン」ノ略 樗 、

以 下 同 ジ/反 懸 ノ併 用 ト相 侯 ツ テ 弩 ミ集 團 的 観

察 テ容 易 ナ ラ シメ愈 ミ見 ル ベ キ成績 チ展 示 シツ

ツ アル。 例 ヘ バ 海 兵 二於 ケ ル小 林 義 雄 博 士 ノ、

叉 氏 家 博 一ヒノ看 護 婦 工 於 ケ ル寺 島博 士 ノ成 績 ノ

如 キ モ ノデ アル.ゆ

我 大 連 矯院 二於 テ モ附 囑 看 護 婦 養 成 所 天所 生 徒

ガ嚴 重 ナ ル身瞼 瞼 査 テ経 テ採 用 サ レ且 、 可 及的

衛 生 的寄 宿 舎生 活 尋畳 ムー:一モ拘 ラズ(r學 中 又 ハ

卒 業 後 勤 洛中 往 々結 核性 疾 患 二倒 レル 者 ガ紗 ク

ナ ィ.一 般 二病 院 ト イフ結核 薗 二依 ツ テ濃 厚 二

汚 染 サ レル ト思 考 サ レ且 ツ勤 務 観 所 ニ ヨ ヅ テハ

事 實然 ル可 キ環 境 二在 ツ テ勤 務 スベ キ又 勤 務 シ

ツ ・ア ル看 護 婦 ガ欝 學 的 見地 カ ラ榔 々畑 何 ナ ル

身艦 的 條/手テ具 備 シ居 ル テ 妥 スベ キ カ叉如 何 ナ

ル衛 生 的 封策 ノ下 二 在 ル可 キ カ.勿 論 此 事 二 關

シテ ハ特 二諾 、 掲、 米 轟 於 テ熱 意 デ以 テ論 議 研

究 サ レ、 結 果硝 気成 績 見 ルベ キ モ ノガ アル.從

ツ テ此 レ ト我 邦 二 於 ケ ル成績 トテ併 セ資 トナ セ

バ看 護 婦 ノ身罷 的採 用標 準 二於 テ幣 叉 探 用後 ノ

生 活 指 導 方 針 二於 テ略 ミ正 鳩 ラ期 シ得 プ レ從 ツ

テ其 ノ結 核 罹 懸 乃 至 死 亡 ノ防 邉 二力 アル ベ キ 讐

デ ハ ア ル。 併 シ乍 ラ 常 満 州 二 於 テ ハ地方 的 汰

的 事 埼 ガ探 用時 二於 テ 既 二 必 ズ シモ 留 學 的 條

件 ノ充 足 ラ望 ム可 カ ラザ ル モ ノガ ア リ、 加 之 、

氣 候 風 土 拉 夫 レニ件 フー般 生 活 様 式 二可 ナ リ特

異 ナ モ ノガ アル。 而 モ 入所生 ハ其 ノ殆 ド全部 ガ

母 國 日本 テ生 ヒ也 ト シテ居 リ又其 ノ過 孚 ハ最 近 渡

満 シタモ ノガ 多 ク、 且 ツ其 ノ年 齢 ハ少 女 期 カ ラ

漸 ク成 熟 期 二 入 ラ ン ト スル者 ガ 多 イ。 此 ノ年 齢

ノ女 性 ガー面 表縄験 ノ満 頻 ノ氣 候 風 土 ト圖 ツ テ

此 レニ適 懸 シツ ツ他 面 可 ナ リ非 噺 生 「トル環 境 二

雀 ツ テ勤 務 シ乍 ラ如 何 ニ シテ其 ノ健 康 テ保 持 シ

テ行 クカ叉 結 核 二 感 染 シ登病 スル トセバ此 レテ

追 鋳 スル コ トニ 依 ツ テ如何 ナ ル特 異 性 デ呈示 ス
　

ルモ ノデアルヵ等二就 イテハ吾々 ノ知見ハ頗ル

貧弱 デァル。

由此観之、本院二於テハ從事看護婦 ノ保健封策

ハ掲自ノ観察拉碗究二基礎ヅケラル可キテ必然

トスベク、此 レ余 ノ本硯究二著手 シタ所以デァ

ル。郎 チ余ノ・昭和10年 春季 入所生以降昭和12

年春季入所生二至ル5學 級全員145名 二封 シ昭

和10年 春季以來昭和12年6月 現准迄孚 ケ年毎

(最上級第34同 生 ハ都合 アリテ最初 ノ牛 ケ年 ノ

ミハ未検)二秒 」反慮 テ反覆検査 シ其 ノ陽性轄化

ノ時期 テ知 ルニ努 メ他方入學直後 「レ」線診査

(撮影箆透硯♪テ全員二施 シ常時 ノ胸部像 テ記録

シ後 日獲病 ノ際 ノ比較封照二供 シタ。勿論著手

以來 日猶淺 ク蒐集例敷 モ亦多 シトハ言ヘナイ.

從 ヅテ其 ノ綜合的結論ラ獲表 スルニハ更二年 ヲ

重 ネ例 テ加ヘテ後然ル可キモノト考ヘル。然 シ

乍 ラ當満凋二於 テハ此 ノ方面 ノ資料ハ甚 ダ乏 シ

キガ故二將來 ノ蓼考二供 スル爲 メ中間報告 トシ

テノ成績テ弦 二披歴 シテ大方諸賢 ノ叱正 テ乞 フ

ノモ亦徒事 デノ・ナ イト惟フ。

第一章 實験方法

第 一 節

「ツ」反 慮 検 査 法 ニ ハ

(1)Mende1,Mantoux,RouxundEnge1等

ノ皮 内 反 慮lntraderm◎reaktion)

(2}Pirquet,Brandes,佳 吉 等 ノ 皮 噛 反 懸

(Dermoreakti◎n)

(3>Escherich,HamburgerundMonti等

ノ皮 下 反 慮(Subkutanreaktion>

「ツ」反慮瞼査備式蛇判定標 準

(4)Moro,Blumenau,HabetinundPaul等

ノ縄 皮 反 慮(PerkutaneSalbenreaktion>

(5>Wolf-Eisnerノ 眼 反 慮(Ophthalmorea-

ktion)

(6)ソ ノ他 ノ粘 膜 反 慮

(7)脊 髄 膣 内 反 慮

(8)内 服 法
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等 ガ ル ガ 余 ハ操 作 簡 易ニ シテ見 、 最 モ廣 ク行 ハ

レテ ヰ ルMantoux,scheIntrakutanreakti◎n

ノ法 一7探用 シタe即1注 射 器 ハザツ」注 射 器 、 荘

射 針 ハ ソ5粍 針 ヲ 用 ヒ、 注 射 原 液 ハ 入 手 ノ都 合

上 北 研 製萬 「ツJ原 液 ヲ使 用 シ タe次 ギ ニ 「ツ」蔽

稀 繹 倍 敷 拉判 定標 準 二關 シテ ハ 尺ニ ヨ リ隔 々 デ

ア リ、 九 大 戸 田教 授 等 ハ 夙 二之 ガ統 一 ヲ提 唱 セ

ラ レテ居 ル ガ環 在 ハ未 ダ其 ノ期 二達 シテ居 ら ス

檬 デ ァル。

余 ハ 初 同10り0倍 生 理 的 盆轍 水 稀 繹液 ラ以 テ検

査 ヲ行 ヒ、 此 ノ稀 繹 度 ニ テ陰 性 乃 至 疑 陽 性 ジ呈

シ タ場 合 ハ更 二引績 キ100借 稀 繹 液y用 ヒ テ再

検 シ タ,,以 上 ノ稀 繹 液 ヲEngel氏 法 二從 ヒ被

検 者 ノ前 縛 腹 側 僥 骨 側 ノ皮 内(皮 廟 ハ 豫 メ酒 精

第 二 節

遠 距 難2∩0糎 撮 影法 ニ ヨ リ實 物 大 像 ヲ期 シ タ。

但 シ種 々 ノ事 情 二禦 据 セ ラ レテ側 方 位 撮 影 テ行

ヘ ズ.暮 ラ立 位 背 腹撮 影 二由 ツ タ.競 近 漸 層 撮

第 三 節

其 ノ他 必 要 二鷹 ジ テ血液 沈 降 反 慮誤ll定、 喀 疲 中

綿 壁以 テ1省毒 シ置 ク〉二季亟メ テ1余 ・々 論其 ノ ⑪・1

娩 箔注 入 シ白色 ノ小 隆 起 卸 チQuaddelヲ 生 ぜ

シ メル、,検定 時 ハFernbach/Parallergieヲ

除 外 歌 ル爲 メニ注 射 後(禁 浴/4x乃 至72時 間 二

置 イ タge判 定 標 準 ハ 〈一)0(i.)1-5粍/±>

5-7粍 〈十>7×7粍 以 上 。 イ旦シ(¥)及(±,ハ

騙 胃疑 陽 性 ニ テ余 ハ陰 牲 卜看 倣 シタ.即 、 麓赤

(充血 〉著 シクハ硬 結(温 潤)ノ 武 樫7粍 以 上 ヂ陽

性 ト認 メ薩 径 甚 グ大 ナ ル強 陽 性 ノ場 合 ニ モ(静>

/帯〉等 ノ記 號 ヲ翔 ヒ ズ藏径 テ正 確 二記 録 シ置 ク

轟止 ぜタ.叉 同 ジク強 陽性 ニ テ水 、 膿 泡 形 成 、

皮 下 溢血 、 魔 欄 、 結 痂,紅 最 、 局 所 護熱 、 腋 窩

腺 腫 脹 、 淋 巴管 炎惹 起 、 僕菱温 上 昇 等 ア レバ適 宜

記 載 ス ル コ トニ シ タ.

胸部 「VJ線 診査方法

影Tomographismus等 ノ斬 新 ナ ル撮 影 法 ガ本

邦 二於 テ モ漸 ク行 ハ レ ン ト シツ ツ ア 畔 祭、 コ レ

へ秤録 遺憾 ナ黙 デ アツ タ.

其 ノ 他

ノ結 核 菌 染 色 等 モ行 ツ タ.

第二章1ツ 」反慮成績

策 一・節

第1表 二示 シテ ア ル様"一 各期 生 共 工入 所 當 時 ノ

李均 年 齢 ハ 略 丸満18歳 ニ テ、 「ツ」反 慮 陽 性 傘

ノ・第34期 生 ノ85.2%チ 除 キ37%カ う48・1 .%

ノ問pm在 ル。郎 チ概 シテ50%(傘1激)以 下 ノ陽牲

傘 デ示 シデ ヰ ル.此 レテ先 賢 詣氏 ノ成 績 ト比 較

ス レバ、 小 林 氏 ハ 海兵 二於 テ 入園 當 時67%(李

均 年 齢18年2ケ 月).氏 家 氏 ハ 同 ジ ク海 兵 二於

テ入 園 時60-70%詳 記 ス レバ陽 性67・1%、 疑 陽

性 ヲ含 マ シム レバ68、7%、Heimbeck氏 ・・Oslo

a於 ケル看 護 婦 二新 入時48-52写/年 齢21--24

歳}、 費 島、舳 膝爾 氏 ハ 蕎護 婦 二 於 テ入 學 時39。6

%(34-45%、 年 齢・満15-19歳/、 寺 島 氏 ハ同

ジ ク看 護 婦 二於 テ35%ト 報 告 λs帥 チ余 ノ成 績

ノ・海 兵 二於 ケ ル小 汰 氏 家 等 ノ夫 レ レ ・可 ナ リ

ノ蓬 庭 ヲ見 ル ガ、 看 護 婦 二於 ケ ルHeimbeck・

八所當時 二於 ケノ涯 ツ」反癒陽性率

貴 島 及舳 松、 寺 島等 ノ結 果 ト比 較 シ テ兇 ル ト大

ナ ル差 異 ヲ認 メ ズ、 略 ミ近 似 シテ ヰ ル.

(イ〉 日満 居 住 者 別 陽牲 率

弦 轟考 慮 スベ キ ハ渡 満 後 何 ケ年 経 過 シタモ ノ ラ

満 洲 居 住 者 ト看 倣 スベ キ カ誘 云 フ問題 デ アル。

此 レニ ハ種 々異 論 ガ アル カモ知 レナ イガ、 余 ハ

渡 満 後 満1ケ 年 即 チ満 洲 ノ春 夏 秋 冬 テー 通 リ経

験 シ、 満 囲 二於 ケル 四季 夫 々 ノ生 活様 式 テモ 會

得 シ爾 且、 結 核 ノ爽 病 テ免 レタモ ノハ 彦妊二満 凋

ナ ル土 地 柄 部 チ満 洲 濁特 ノ氣 候 風土 蚊 環境 二適

慮 シ タ個 艘 塾看 倣 シコ レテ満 頻 在住 者 ト規 定 シ

タ ノデ アルe掲 表(第1表)中 瀧5ハ 以 上 ノ意 味

二於 ケル満 洲 在住 者 、 日 トハ母 國 日本 紹 リ來満

後1年 未 満 ノ者 ラ示 シテ ヰ ル。

扱 テ 日満 居 住 者 別 「ツ」反 癒 陽 性 傘 ノ比 較 ハ 各期
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第1表 入 所 時 ・・…於 ケ ル 『ソ 」反 旛 陽 性 率

検 査 時 學 級 人 負
日 滞 居

人 撃鑑陽

オ

住 者 別

辞 難 陽 齢

27入所 直後 第34回

昭.、。。春 勲 昭.1晴 入所(卒 均年齢17.6歳強)

一 一 一 … 一 華

入聴 後;第3洞27

昭。1。。磁 査…昭.1。租 所(僻 謝

27

日121
俸 均 年齢17.8歳 捌

満15

(李 均 年 齢 、17.5歳)

日18

1蔓 均年餓1益 歳

第36同

昭11.春髄 昭。1塩 所1(奔誰 熱

入所直後

第37同

昭.、1。囎 楓11.秋 入所熔 発叢繋〉

入所直後
32

ぐ罐 齢擁L{

繭 年鼠撫 翻){

浦11

ぐ雫 均 年 齢 、17.9歳 強 ＼

日23

♂F均 年 臨17.7歳 強>1-14

32入所 直後 第38同

昭.12磁 査 昭.12楓 所1(雫 均年齢17.8歳強〉

・ 漏gl+3

1(牛均 年 齢 、17.1歳 弓量',「=㎜ 否潴
___,一 。_一 一1

・H231

腹李 均 年 齢 、17。8歳 強 ・

て鞠 濡 必 鰯1

十10、{

=呈
一.83醤3%強;± 釜{85.2%弱

十13・
-86 。7%考 壕 、-4,

一一ξ 翫 … 一 一 一 一

一9150ビ ±L'
.i,撫 量

1+4
脇 強1-、4i

-・5・ ・

1十4ミ　 25%十10

1一二 璽37.0%強

/+6
54.5%窪 蚤 一17

-5

十9,39
.1%弓 鼓 十12

.1-:37・5fii」 強

33.3"e弓 曇 一20

十1043
.5%穿 毒 十14

-1343
.8タoi弱

十4

-5掘 嚇1-i81

備考 年齢 ハ凡テ満年齢 ヲ示ス(以 下準之)

渡満 後誌1ケ 年 ヲ経 ぶル者 ヲ満洲 在住者、然 ラザル者 ヲ日本居住者}看 倣 ス 以下準之 》

生 ニ ヨ リテ匿 々デ ア リ、或 ・唱 ガ少 シク 瓦 或 ハ

満 ガ少 シ ク優 リ、 若 シ クハ 満 ガ大 イニ抜"等 全

クー 致 シタ成 績}示 シテ居 うヌ.只 満 洲 ガ結 核

二暴 露 サ レル危瞼 日本 内 地 ヨ リ モ遙 カニ大 デ ア

ル トイ フ様 ナ 所謂 巷 間 ノ常 識 カ ラ満 洲 居 往者 ・

陽 姓 卒 ガ 日本 居 住 者 ノ夫 レ ヨ リモ大 イニ優 ツ テ

居 ル デ ア ラ ウ トイ フ漠 然 タ ル推 測 ガ全 ク當 ラナ

イ コ ト藷知 リ得 タ ノデ ァ 態瀞

くロ/年 齢 別 陽 朝三i寧

第2表 二 示 へ様 二20-23歳 ハ 被 検 者 敷 極 メテ

少 数 デ信 テ置 キ難 イ ノデ之 テ省 キ、16-19歳 中

19歳 ノ陽 惟 傘 ガ42.9場 デ精 丸低 イガ他 ハ16歳

42.3%、17歳51。1%、18歳58.5%1・ 諸 家 ノ経

験 ト同 様 、 年 齢 ト共 二 陽 性 傘 ノ増 加 ス 几 ヲ知 ツ

タ鋤

第2表

入學 時 二於ケ ル年 齢別 「ヅ」反磨陽性率

年齢 人負轡

1『

16{26

日 諦 居 住 者 別

側 犠 性、陽性率
1十5'

日14=す35・7閥

　

漏12圭1… ヨ芦rl
一 一一一一 飛

十1ポ
日3q-50vo

1745-_二 玉5__・

十8i繭15
-一一緊 一53.3つo弛!1

享11

18{41」 望 ヨ 鉱53麺
1十9

滴13-一 一692%強
一4
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ド鮒_{

:十4

日12、 一一一一33.3%弓 曇

1921.一 一一.二 旦_ __42.9%弱

十5満9
-55 .6%弱
一4

諏胴 … 蹴　「 一 …　 {
1十3

"B5 -60%

2071-2_-57.1%強

・ 十1

}1蔚2-_T50%
1-一 鵬閉㎜ 一

i

io%

lHll

21

}1十 〇 、O%

1-1§
21

i

i

i十 〇

i満1Llo%}
-1L

__

222}
§

毒

i十 〇

B2iO%
-2

,十 〇

備0し ■す 　
1:

μ1%

1
[

一

1
2㌔1i

l

i+o

田o}㎜ 二 〇 一
…

一～ 　 冊"

十1

1
講1-100%

、-Ol

lo〔1%

〈ハ〉 郡 鄙別 陽性 傘

月本 屠 佐 者 ハ 其 ノ 成 長 地(出 生 地 二非 ズ}テili

町 村俺二分 ケ、 満 洲 在 佳・者 ノ・大 都市 、 中 都 市 小 都

市 轟分 ケx各 々 ノ「ツJ反 慮 陽 性 傘 「手検 ・ごテ 見 タ費

例 数 少}涛 爲 メ年 齢 ヲ考慮 二 置 カズ分 類 シ タ ノ

ヂ確 實 ・期 シ得 ラ しナ イ ガ、 結 蟻、・・必 ズ シモ市

ハ町 二勝 リ、 大 都 市 ハ小 都市 蘇 リモ大 デ ねしト

ハ云 ヘ ナ ィ.'コ レハ先 賢 ノ言 ノ如 ク交 通 拉 文 化

獲達 ノ 爲 メ 結 核 彪 女 地 刀獲滅 、 稀 薄 地 ノ濃厚

化 、 小 都市 、 村 落 ノ李 均 化 ヲ物 語 ルモ ノデ ア ラ

ゆ.次 二其 ノ成績 ・・'・"示ス(第3表 〉.

第3表

(二/陽 性 拉 陰 性 ノ意 義

現 在 「マ レル ギ ー」學 設 ノ猿1頭ハIE二 學 界 ・$風摩

シ多 ク ノ疾 病 テ之 二 由 ツテ説 明 シ去 一〉ウ トスル

機 運 二 な 〉アル 程 デ ァル。1891年Koch氏 現

象 二端 テ 獲 シ 各人 各様 ノ 實験 叉 ハ 現 象 ナ綻 テ

1906年v◎nPirquet二esツ テAllergieナ ル

語 ガ提 唱 セ ラ レタ。Rankeガ コ ノ説 二 立 脚 シ

テ 結 核 ヲPrimZrk⑪mplex,h銭mat◎geneGen-

eralisat{Qn,isQlierteOrgantuberkuloseノ 三三

期 二分 ケ タ ノハ 周 知 ノ如 ク デ ア ル.其 ノ後1933

年 二 至 りRoessleハ 新"Pathergieナ ル 概 念

ヲ 設 ケ、 コ レ 硬 豊 分 類 シ タ。 近 年Urbach-

Roessleノ 分 類 テ更 二 修 飾 シ 各 墜 者 ノ礎 見 若 シ

ク ハ 實 験 命 名 シ タ 用 語 ヲ モ 考 慮 二、 コ ・轟

Pathergieノ 禮 系 ヲ樹 立 シ タ ノ デ ア ル.

籾【テMantoux'scheReakti◎nハ 皮1爵 ノTuber-

kulinallergie二 他 ナ ラ ヌ ノヂ ア ツ ナ 陽 性 ノ意

義 ハ 結 核 感 染 ノイ1》13意 味 一7・.7Lnv・。 而 モTuberk-

ulin二 封 λ ルAllergieイ ・大 凡 蘇吉核 免 疫 姓 ト蚊

行 ス ル モq・ 解 サ レ テ 居 リ叉 斯 カ ルAllergie

及 冤 疫4生 ハ春豊内 轟 結e核"薗 ノー生 右 テ・必要1ゼ ヘル ト

云 バ レ ル.從'ソ テ ザツー皮 内 反 癒 ハ 需 内 二 結 核 薗

ノ生 存 セ ル病 竈 ノ存 一在 テ 暗 示 力 しモ ノ デ ア ヌ払
、

但 シ轡豊内 結 核 病 千必 ・活 重厨生 ガ 皮 麟 ノrツ ベrgク

リ ン、 ア レ 鑑 ギ ー-Jl・ 蚤t行 ス ル モ ノデ ア ラ ウ ト

ノ假 説 ノ下Ar'tソ ベ ル ク リ ン
、 ア レ ル ギ ー-Jテ 定

量 的 二 決 定 シ即 チ 陽 牲 度 ノ強 サ ㍗其 ▽ 確翻 犬 ヨ リ

骨豊内 結 核 病 竈 ノ非 活 重か性 ナ ル カ、 活 重加生 ナ ル カ

騰題 別 セ ン ド ヘル試 ミハ 不 成 功 二 建掃 シ テ ヰ ル
。

次 ギ 轟 ザ町 反 懸 陰 性 ノ意 義 ハ 次 ノ様 二 解 サ レ テ

居 ル・聯

①absQluteAnergie(Hayek>

(21negativeAnergie〈Hayek)od.Ersch6-

pfungsanerg{e

(3)P◎sitiveAnergie(Hayek>

④bio1◎gischeInkubati◎nszeit〈Hambur-

ger>

コ レ ハante-od.prae-allergischesStadium

鋤ζハante-od.prae-allergischePeri◎de　 等 ト

.モ 呼 バ レPirquet'scheReaktioncaア ツ テ ハ

6-8週 間 叉 ハ4-10週 間 ト云 ハ レ、Mantoux'-

scheReakt{◎n又 ノ・Subkutanreakt{◎n二.ア

ツ テ ハ3-7週 間 デ ア ル1・Epstein・ ・云 ツ テ 居

ル'轟

(5>unvollkommeneAllergie穎Hayeku
.

Calm魯tte}
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以 上 テ 圏 解 ス レバ 次 ノ 如 クナ

ルeコ ノSchemaノ ・氏 家 氏 ノ夫

レニ 余 二が聯 力修 飾 テ加 ヘ タモ ノ

　のの

ア ア ル 。

「ア ネ ル ギ ー」ノ個 々 二就 テ 璽・以

下 必 要 二磨 ジテ随 時 燭 レル コ ト

トスル
o

第 二 節 其 後 ノ 「ツ」

反 慮 ノ推 移

(イ〉 陽 性 縛 化 ノ頻 度

相 當 ノ激 務 ト結 核 感 染 ノ機 會 ノ

多 イ病 院 内生 活 二於 タ其 ノ陽 性

韓 化P◎sitiverUmschlag(以 後

陽 車專 ト略 稻 スノレコ トアノレベ シ〉

ノ頻 度 ヲ知 ラウ ト思 ヒ、 余 ハ各

期 生 二就 テ入 所當 時 「ツ」反 鷹 陰

性 者 ノ ミテ牛 ケ年 毎 二陽 轄 チ 見

ル迄 反 覆 施 行追 及 シ タ.箕 レニ

茅二限 取

婦・一一眠 鰍

睡 殿 多A桧 難陣

望騨 澱
も

陰}熱 ・消桂的

アレしキー

不豪難碑 ・
膏

一 一

彦虚 ・豊伽 捗墾一＼　

歴乎・1幽 躍御勢～ご纏解幽

4表

EpeぜtUt

陰}熱 ・消桂的加 済一甑 労挫 アネ1レキ→

ギタ珪的 η 蝿ギ ー

第5表 「ツ」反晦 反復検 査成績

検 査時,

入所蒔1
昭、聴 御q秋{昭 聴!昭,11,秋

H訟 】春85・2%弱 、-1・ ・%一

訟 】秋/i48・1%強85・2%身688・9鰯

36同

昭 、11,春

37回

昭 、11、秋

38同

昭.12春

/

昭,12,春

96.3クo零 壕

一一._」_._

/37。Oo61]{薮}37.Oeρ 弓鼓
i

/

一
/

/

ノ
〆

/

く

/}37.5「20
き

/ /

48.1%強

53,19/e弓 蚤

43.8%弱

關 シテ先 ヅ先 人 ノ業 績 テ見 し∴、 小 林氏 誰 ヨル

ト海 兵 検 査 例538二 就 テ陰 性 例115ノ 内、2.7ノ・

2.5年 ノ間 二陽 鴎 シ、 氏 家 氏 ニ ヨル ト 同 ジ ク海

兵a於 テ 入 關 時 ノ68.7%ガ 約3年 後 退 閣 時 ・=

ノ・86.87%二 檜 加 シ タ ト云 フ
。 看 護 婦 二於 グル

陽 轄 傘 ハ特 二著 明 デ ア ツ テ貴 島、 舳 松爾 氏 ニ ヨ

レバ 新 入 時 ノ38。5%ガ 牛 年 短 二58.5→68,9→

73.0%ト 逓 聡 シ、 寺 島 モ亦 近 似 ノ増 加 テ報 告 シ

テ ヰ ル。 うζノル ウ、,'一一・・於 テ モHeimbeck二 依

ル!・Oslo市 立 病 院 看護 婦 生 徒 二就 テ新 入時 ノ

48%ガ1.5年 後s-/x大 部 分 、3年 後 ニ ノ・全 部 陽

華專シ タ ト言已聯～シテ ヰ ル翁

余 ノ得 タ成 績 モ亦 同様 ノ雰實 ヲ肯 定 ヘル雫 ノ

デ ア ツ テi第5表 二 見 ル様 二例 外 ナ ク1年 後 ニ

ハ 著 明 ナ ル 陽 轄 テ 示 セテ ヰ ル。 第24期 生 及第

35期 生 ハ特 二其 ノ代 表 例 デ ア ヅテ、前 者 ハ 入學

當 時 ノ85,2写 ガ1年 後 轟 ハ1ギ℃宥 トナ リ、 後 者

ハ 入學 常 初 ノ48.1%ガL5年 後 ニ ハ 倍 恥 シ96.3

%ト ナ ツ タ.斯 カ ル事 實 ハ看 護 婦 生 活 ガ嫡1馨∫轟

陽 性 縛 化 二好 邸 合 デ アル カテ示 シテ ヰ ル モ ノデ

ア,し
δ

次 ギ 轟此際 ノ陽 性 轄 化 ノ意 義 デ アル ガ、 之 二關

シテ ハ入 學 當 時 「ツ」反 慮 陰 性 者ノ、抑 く如何 ナ ル

「ア 初 レギ ー・・-」一=res'vル〈一ノ デ ア ル カ ヲ先 ヅ考 ヘ

テ見,・必 要 ガ アノ㌦ 普麺 ノ健 康 者 二 「陰 性 アネ ル

ギ～ ハ 先 ヅ考 ヘ ラ レナ イ シ、 父 偶 然 「生物 學 的

潜 伏 期 」二遭 遇 スル コ トモ稀 レデ ア ラ ウ.「 不 全

アvル ギーyx観 方 ユ 由 ヅ テ ハ 「縄 封的 ア ネル ギ

ー」ノ箱 疇 二 人 レテ モ 差 支 ヘ ガナ イ 様 デ アル
,

残 ルハ 「陽 性 ア 衿 レギー 」ド 絶 封 的 ア ネル ギー」

デ ア ルガ、 前者 ヲ考 ヘ ノ目 ・此 際 ノ陽 性轄化 ハ 再

感 染 若 シ クハ 再獲 テ思 考 セ ネバ ナ ラナ クナ ル。

然 シ實 際 二 於 テ ハ斯 カ ル若 年 者 二 在 ツ テハ 「ツ」

反 鷹 陰 性 者 ノ多敷 ハ 水 感 染 者 即 チ 「縄 封 的 アネ

7Y¥-」 ノ歌 態 デ ア リ、 此際 ノ 陽 性 轄 化 ハ 結核

初 感 染 ヲ意 味 入ル ト解 スベ キ アル ガ、 之 が決 定

ニ ハ胸 部 「レ」線 像 ノ蓉 照 ヲ必 要F入 ル,,

(ロ>1場 ・匪華專fヒノ季 節的 關係

小 休 氏 ハ「ヅ」反 癒 場 牲 雪ミハ 夏季 二少 ナ ク1月 及

2月 二於 テ陽 轄 者 ノ多畿 ス ルテ 兇、 結 核 感 染 ハ
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夫 レ ヨ リ1ケ 月以 上2ケ 月以 内 即 チ11月 乃 至

12月 以 後12月 乃 至1月 以 前 デ ア ラウ ト推 定 シ、

寺 島氏 ハ春 夏 ユ少 ナ ク1秋 冬 二 歩 イ様 デ アル ト

報 告 シテ居 ルc

第5表 「ツ」反懸陽性縛牝 表

芸

窪
募

劣 。。昏⑨、"/

即〃 〆 粥
訂〃 嬉

醗 ▽

髪 傷
ノ7

〃.

/寵
ノ/

∠び1

総 総 垂,
忍還 魂濯濠

余 ノ實 験 例 二於 テハ第6表 二示 シ タ如 ク、 陽性

醇 化 ノ頻 度 ハ秋 季 二於 ケル ヨ リモ春季.`於 テ著

明 デ アル0惟 フニ其 ノ理 由 ハ以 下 ノ如 ク説 明 シ

得 ラ レル。 我 大 連市 ノ、地理 的 關 係=3リ 冬季 ハ寒

冷 嚴 シ久 爲 メニ市 民 八 戸外 生 橋 脚怖 レ温 暖 デ

屋 内蟄 居 生 活 轟奔 ル傾 向 ガ アル,又 家 屋 ノ構 造

ハ 準 洋:風棟 瓦建 デ アル 關 係上 意 ヲ閉 ヂル ト木 造

家 屋 ト異 ナ リ室 内 ハ恰 モ気 密 擁失態 トナ リ換 気 通

風 ハ 甚 グ シク阻 害 サ レル。 蒲 モ我 民 族 轟 ハ媛 房

ラ顧 慮 シ積 極 的 ノ換 氣 ヲ怠 り履 く高 温 二慣 レル

弊 風 テ持 スル傾 向 ガ アル。 斯 ク ノ如 キ室 内生 活

ノ持 続 ハ當 然 催禮 ノ生 活 力 ノ減 弱 、 延 イ テノ・結

核 二封 スル抵 坑 力 ノ減退 ヲ 來 λ・ぐキ ノ輪 テ倹 タ

ナ イ礎 デ アルc而 シテ叉 一 歩 戸外 二出 ル ト工 業

都 市 轟避 ヶ難 イ大 小 工 場 ノ煙 突 更 二民 家 ノ媛 雇

用煙 突 カ ラ吹 キ出 λ黒 煙 ハ家 々 トシテ室 テ掩 フ

テ居 り、 ■ 之ゴ ル マ ≧氏 濃 度 計3度 以 上 ノ黒 煙

プ吐 〃 大 煙 突 ス ラ 無 数 二 林 立 シテ 居 ル ノデ ア

ル.試 ミニ 昭 和9年10月 饗 リ3年 間 ノ 李均 降

下煤 塵}ll:ヲ墾 ゲ ル ト1李 方 哩 雷 リ1年 間792噸

ヲ示 シ、大 阪 ノ3⑪6噸 、 束:京 ノ325噸 、 ロ と鳳

ン ノ2畷 、 バ 賊 ンガ ム ノ32⑪ ロ蝋 グ ラ痘

一 ノ23う 噸 藷遙 カニ抜 キ當 ユ世 界一 ノ煤 煙 郡市

ノ形 相 ゲ サへ 呈 シテ居 ル.斯 カル環 境 及 生 活標

式 議 ア リ叉晩 秋 ヨ リ新鮮 ナ疏 菜 類 テ得 ガ タイ地

域 的 状態 二 在 ル市民 ガ、 待 謡結 核:菌二依 テ著 ル

シク汚 染 サ レテ居 ル ト思 考 サ レル環 境 二 在 ツテ

勤 務 入ル養 護 婦 ガ、 勿 論 他 ノ季 節 二死 シテ容 易

論結 核 二感 染 シ得 ペ キ ハ當 然 ノ締 結 デ ア ラ ウa

則 チ晩 冬 ヨ リ早 春2、3月 ノ頃 二結 核 菌 ノ感 染 テ

受 ケ春 正 二 甜 タル4月 ノ候 ∬ ツ」反 癒 ノ陽 性 韓

イヒヲ・㌻と藷レノデ アノレc

(ハ/寮 内感 染 ノ有 無

陽 性轄 化 二!封 λル感 染源 が寮 内 ニ アル カ何 ウ カ

ヲ探 究 スル づ ト八葉 團生 活 ヲ誉 ム看 護 婦 ノ保 健

対 策 上 議重 大 ナ意 義 ガ アル。 余 ハ開 放 性 結 核 患

者 御 各1名 宛 潟 シテ居 ル34期 生 、35期 生 轟就

イテ7、8、9表 ノ如 ク各1ケ 月牟 ノ寄 宿 舎室 割

二基 イテ陽轄 時 ヲ記 入 シテ該 患者 が同室 者 ノ陽

性 輔 化 二射 乳ル感 染 源 デ アツ タカ否 カ ヲ観 察 シ

テ見 タ。

:先ヅ34回 生 某;室 ヲ 観 察 スル ニ ー 八 入學

1年 ヲ縄 テ室 割 慶 更 後約1ケ 月 ニ シテ 初 旬/V

36奨 病 、更 ニ ユ ケ月 後8/Vi36入 院、10/VI36

喀 擁 中 二結 核 菌 テ讃 明 セ ラ レ タ開 放性 結 核 患者

デ アル ガ、 該 患 者 八極 メ テ急 速 二増 悪 シ タモ ノ

デ ア リ恐 ラ ク危 険 ナ ル開 放 性 トナ ツ タ ノハ 入院

前 早 ク トモ2-3週 間 ヲ 出 デナ イ モ ノ ト推 定 サ

レル。 而 シテ同 室 者 ハ 唯1名/上 級 生 ■ 某/デ

ア リ同 人 ハ其 ノ2年 前 轟就 二「ツ」反懸 場韓 テ見

テ居 りt一 ト同 居以 来 現 在遙 至極 健康 ニ

シテ 目下 議 創 ト勤 務 シ居 ル事 カ ラ見 ル ト、 恐 ラ

クノ、再感 染 ヲ・発 レ タ 者 ト思 考 サ レル癖 ヲ(二35

回 生13號 室 ラ観 ル ニ ハ 上 旬/m36
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第7表 寄宿舎 室別Cツ 」反癒陽性醇化一 覧表(其 ノ1)

34回 生、 臼昭和10年4月(入 所 時)至 昭和11年3月 塞割

室番號

N◎ 。1

氏 名

■
■
■(一階)i一

一
上 級 生
(健 康)

「ツ ベ ル 〃}'ン 」反 権

至5/1V35(珊 珊5摘 要

ぐ±)5x611!支 繕 繍 輪 編/X∬35→4/V36入 院(礫 カリエ禰

ζ±6×6
十

8×9

(十)13x13・

(+19×19

紅羅 著 明 且 ツ た1

ぐ十 ノ14x13

Nα3、一 レ ±)6x7

(一階ノ1キ
健㌦k

⊥L_

No.5

← 一階 〉

欝

(+、{上 旬 噸36蚕:病 、20ノ粗36-6/XI96入 院(有 漢 牲 筋 膜 炎 兼 肺
8x8i門 脇 結 核)、21ノ 聖 β6再 ～～院(肺 浸 潤) ...

NOr

(一 階 、

一{④4x4

一 《 一難o

(十 ・ 中1}〃H▼36顎 ・病 、2⑪/皿36→22畑36入 院 ・:右渥 性肋 膜 炎)i4/

11×1136・ 再入 院(結 核 性 綴 膜 炎)、9/VI36死 亡

　
し

　

と

　

　

ン

　

し
　

　
に

■
■一
■i

(一)22/IV36(十)15×1臥 千 倍.・、V/36頃 獲 病 、31/V皿36→8/1×36

』 一。_ム 院ま有 鎖 骨 下豊 潤 慧、 ソ ノ後縛 地 平軽 快 、15/137來 勤 務

1± ン5×79支 ら
に　 　 　 　

(+)14x14『「 黎鱗 灘1響1認 識 麟=命繍 謙 齢 灘

上 級 生 ・
(健 康)

《十)15×15

ぐ+)8/8

・て十)18×18

(+ア.』

112×121

四璽璽1

■-i
■曹

!十>19×19

(十)20x20

硬 結:大 且 著 明

皮 下溢 血

(±15×5
十 」

8x9

(十1》17×17
___一}_

(十)15×15

34回 生 臼昭和11年4月

至 昭和11年9月 室割

某室鵯 羅1
__⊥1■ 國某 前年度(+)

ソノ他 ノ室割表 ハ省略

前年度 「ツ」反癒陰性者4名 モ室憂 更

後 間 モ ナ キ22/1V36二 八全 部 陽 性

二榑:化 セ ル ラ 見 ルc

一_興 硬幽 明翻鉱11血 便輔 年度囎 一記入シ肌

_…_..(± ・6×7

上 級 生i
・健 康 ri

-Fぐ ±ノ5x6
ザ　 　　 く　 　 　 ロら

一1ぐ 一)o

一}(一)o

… 蜘 醐/VI36鮪17/VI36-29/V皿36入 院(古 轍 肋撒)治r

l支8

(12～/1V36(+・14×14(千 倍

1で22
/1V36(十)15×15(千 倍)
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Nく).7

(一 階 ノ

一 藤織碧腹

囲
■生

…塵

紙

縫

上

,

ぐ一)0

±灘5×5

(十 謎15×17

〆十

15x1"

(1

十

9×1t)

22/1V36十20x20r倍 、中 心・轟9×9ノ 大 水 泡 形 成 、V皿35

4ミ時 々微熱 、22/皿36→11/1V36入 院 ズ肺 門 腺 結 核ノ現:花鰹.康

第8表 寄宿 舎室 別ヂソ」反慮陽性輔化 一覧 表(其 ノ2) 郵

35回 生 、 自 昭 和10年10月(入 所 時)臼 昭 和11年9月 室 割

璽

{ザ ソ ベ ル 〃 リ ン」 反 旛1
氏 名{23/X35130/X叩35芦 ゑゑ万両 σ……"

__._L一 一 一 ぐ千 倍)1(亘 借 ■ 一_ビチ 優 ノ

2511V蘭 摘 要

(百倍身 一一 一 一一一 占_一_㎜ 厄 一間一 一 一 一 一 ・一 一一 一 一 諏…… 鼎… 冊→

10!梓36頃 婁 病(右 灘 性 肋 膜 炎。・、21/IV36
一・24/VIR6入 院 、10/1×36肺 尖 結 核 ヲ翼

見 、30/×36退 所 、7/VI37死 亡 詳 細 不 明)

室番 號

N◎.11L 一一

← 一階

i一一

一

1一 」 ・回 蕪 鋸1

/

ll

l_、(+17×1釧 (十 〉η ×17i
一一 一

一 一 一 占 一一F'一 一一 一一　…… 」一糊一 一一 一 一一一一

5

一 一 一 一 … 院

一A一一脂」一一 一

一一一

自

_・ 揺一>o
E
F織 躍

陣 頭テ大
}

…"戸閉「w7一

一 一 一 一 一一一一占一_r7一 一_{

昌m、w了

i

ll十 ♪15×15

§

一

il
i… … 一}

㎝ 凹田}… 『暫… … 一 一一一　 畠田 一一7

;<隷 繕111(隷 辮8
　寧 鞠

i_」i I
諺

1一}⊥ 一1!畠㎝

1《±・6×6・1磁

Ol(一 ・o

菖一 ㎜㎜へ

/十)15×15

　

l
l

一7一 一
珊_凹7冊 …}一 　 「一

㌦.側

■　鼎～m冊 鼎罹mmm円m一 町_7側r瑚 亨 一醐日出…{一 一ww一

嘗 健級康粥 ↓i 　 　旧臼`『 一 『一　 　 一一「 『

l

l
評㎝…… 一 『…一一 一一一一

(一)o}《+)8×8

㍉

§

m陥 」m… 乱

一

1
M21

:

(一階)i

i

i

!-K±)5×5
1ぐ 十)

8×10

{圏

1
一__一 一__r一 一wr_一 了一_7一__一 円一一 了一一 一 一 一ド`一 一 一 昌7了 占一 一一 『 一『 『 『 『… 劃一{

聖 圃 ←)・
… {(一)Ol

… 了亨一一一

(一)・1(一)o

_r一 一_77一_　 智7______.一 一 胆一 『一 ㎝ 嘔

(一 身0

i(+ノ20x22
1組 歌大 且 ツ
}

1著 明

}
一　 一匹

1

…

占皿　　巨…「刑期一7-

121/XH35(十)21x24紅 母 権 メ テ大 《千 倍)

多
　 り騨一

}

(一)Ol《 一 ンo

il

(+)16×16

:文皿3う 頃3サ 微 熱 時 々ア リゥ12!V36→28/V皿

…36入 院 ぐ肺 尖 「カ タ ール4ン、10/V皿36蹄 國、
130/1×36退 所

。__1

{〈一)・ 一)・iぐ+)11×12

1
1i

21精神 納経 症
ニ テV皿36蹄 國、30/1×36退 所

一 一㎝ 闇 皿 へ 瓶 ……1㌧ 國一旺㎝ … …… 四一 購I

l(+)13×13i

一 下

i
}一 階　 げ煽　 一

{
級 生i… ㎜㎜}… 一

康)i

__旧 … 噌　　一 日旧　 { 一,一}　 断

噺__… 油

上
健

囲}∵ ∴ 端 ∵/
i百(隷 魁7家 探騨

一}㎜

「 　 　悌}　 一…一 　 　

脚h一 」貯 中亨 亨 一 隔 子 ㎝品 卍 糟 … 　pw　 「… … 皿

一 ㎝　 …}
・

1

・ ・6魏
,

{…

《 一)0{
¶臣¶田}
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i_i碁 轟 藻{{}・ 一 湘 … 『…一一『一肌
1謎 鵬 ヅ大

筆22x£2

1.〆 勲.18×18

(一)oレ ー)o弊 濫監吏

ll .土左_一 ㌧____.l

iゾ ち17×171

i-C一)
一一一.∴ ごol鐙 誼:一一.

_._._二 健_漿1.∵..._一 一 一__ ___一

;一 、(臨糊 …+)8x8i
…一 ∫71・ ⊥ ご6畷 つ8×

i_三∫ニ
ミ コ く

Nd5;一
101:一)0・/一>0レ(一階昌 鎚 譜 一ご

1癌二iご"
上 一一_一 一 …}

ピ健 康 川i}

躍 騨1(手)4×41壷i一 一

第9表 寄 宿舎室 別「物 反鷹陽性縛牝一魔 表 具 ノ3)

35回 生、自昭和11年10月 至昭和12年3月 室割(前 年度 二比 シ退 所者 ア リシタメ5名 城 ゼ リ)

上旬加36登 病11/V36入 院 「肺尖 早期浸

潤 →慢1生 肺 結 核 、131V∬36喀:褒 中 二結核 菌
陽 性 ノ今 日 二至 ル

F
「

ー

ー
「1

ーー

卑欄隔i… 一 一 晶{i一 一 一一 一 一 　 一一 り　

i

ー

ー

塁

　 _一

ξ

　 　 … 一 嚇m隔 一 一一 一 一 一 一一

r一 一一刷r一 一 一 一'一 帖一 一 一" 一
御 句/V36来 掛 熱(右 肺尖 ギヵタ ー ル 」)、12枢

36一)0(千 倍)、14!X欝(一)⑪(百 倍)、
29V37臼 一20×26ぐ 千 倍)

』 一AP一}門 一一_噛 　 _

し

一

賢35來 微 熱(肺 尖 「カ タ 一軸ル 」、IV36退 所

i蹄同
一"㎜ ●

室番號 氏 名

ヂソ ベ ル ク リ ソ」 反 懸

「薇12/×36ぐ 千倍一 群6

摘 要

9
触
)階

輪

↑

一1(+鋳

、34同1(+

Nαg!-i(一
(一階ノド■■i■ 『i

34回 ノ

1-1(+)
ゴ　 　　 　　 ミ　 　　

i-1㊦
・1

癖

(一 ノ

/ぐ+ノ1… 一 一凹

0

旨

(=029/V37《+)31淑 千 倍 ・

一
-圃

Nα10
、一:(一)

(一 階 ノ___一_醤
ミ ミ

1-1(+)

0)一(

巴

一

　【

・ノ

㍉
ノ

…

十

一

ζ

(

一

L__

、(や ノ16x16

漆実費膿萌紅

20/n】37ヒ 頁 盛 り微f熱1/1V… 慧7入 ド篭 右 錘こ骨

下浸 潤)

(一一艶0129/V37(十 ノ2⑪x26(干f陛

120〆XI36頃 駿病30/XI36入 院/右 灘 性肋 膜

1炎>IV37略 ζ治 癒
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一 《+)1

-E+)

一 、
「34同):

一

、一

、一

N・・11一
〆ご階♪

、一
ミ　 　　 ココ 　 　　一
一

(十)

(+)

(十)

(+)

ご十)

ぐ+)

(+)

(り

囲
一

一 嗣
「34「司、

一
{一一 一一一一一

Ira.13一

一(ご階)
一

}一 一『

ピ34跡

(+)

ぐ+)

t十

ぐ+)

ぐ+)

(+ン

N鉱 、6一{(一 漉
くご 階 ノ ぐ+)

〆34嗣

ぐ一 〇

》

一

㍊

……
一

絢蝦幽蕾…
37硝搬嚇ゆ訪祈自 …

一
I
I
r
I

叩…

皿

　

一

{

一

…

鵡…一轍…一7㎝…3

瓜細

…

…

肺

隔F

(病獲37鯉旬上

一

一
一兎

　

i…
[

…一

一…一…}

ーー

　

一

L
き一

『

一

{　

凶↑
.37揮31

一「
㈲葬"↑留

齢{Vで薦「

肺

　　

　

…

………

炉

…
…

o
……)㎝ひ

↑

奨病111/V36入 院r以 後 頻 回 二検 疫 ノ結 果13/

V"36初 メ テ結 核 菌 ヂ説 明 サ レ タ者 デ アル調 室

親 ■ ■ 、■ 、■ ノ7ノ 、其 レヨ リ約3ケ 月

以 前 即22!1マ36轟 何 レモ既 二 陽 〉,叉 ■

ハ其 レヨ リ約3ケ 月 以 後 即 チ12/x36二 初 メ テ

陽轄 シテ居 ル ノ ヲ毅 見 セ ラ レタ簸 從 ツ テ本例 二

於 テハ■ ガ感 染 源 デ アル ト疑 ヒ得 ラ レル ノハ

概 ネ■ ニ ノ ミ デ アル が勿 論 此 レヲ確 定 ス ル根

篠 ハ無 イ.寺 島 氏 ノ研 究 テ観 ル ト余 ノ例 ト略 く
ジ

同様 ノ成 績 ヂ示 シテ居 り、 其 ノ感 染 源 八事 日案

外 二多 力 ラウ ト結 論 サ レ テ居 ル ガ、 余 モ亦 以 上

ノ結 果 カ ラ此 レニ:左縄 スル モ ノ デ アル.

由來 本 院 看 護 婦 寄 宿 禽 二於 テハ看 護 婦 ヲ シテ當

地 特 有 ノ季 節的 エ立生 活 法 的 悪 傑 作 テ可 及 的 避 ケ

シメ ンが 爲 メ ニ、 努 メテ外 無 二燭 レ シメ、 生 徒

時 代 夏 季 ハ 海 水 浴 ヲt冬 季ノゾ ア イ ス、ス ター ト」

テ、 四季 ラ通 ジテ「ラ ヂ オ」船 繰 ヲ行 ハ シ メ健 康

ノ保 持 、 膿 力 ノ増 進 二留 意 スル ト共 轟、 寮 内 ノ

採 光、 室 温 、 換 気 二意 ヲ注 ギ且 又 、室 内 ノ整 頓

清 潔 テ命 ジ而 モー 度 患 者!難生 ス レバ可 及 的 速 カ

ニ 入院 セ シム ル 方 針 ヲ探 りr爾 ホ 入院 前 ト難

モ、総 部 屋 二 置 カズ努 メテ別 室 二隔 離 λル ノ法

ヲ トツ テ ヰ ル。 爾 ホ同 室 者 デ アツ テ モ 叢間 八講

義 以 外 ハ殆 ド分 散 シテ各 所 二働 ク場 合 が 多 イ婚

惟 フニ此 等 ノ諸 要素 が寮 内感 染 ヲ比 較 的 稀 少 ナ

ラ シメ、 寧 ロ寮 外 殊 二病 害 二感 染 源 ヲ疑 ・蔦 ム

ル所 以 デハ 無 カ ラウ カ.

(二/陽 性 韓 化 ノ情 況

陽 性 轄 化 ノ 情 況 ハ 諸 家 ノ脱路 依 ル ト極 メテ曙

瞭 、 無 ヨ リ者 三韓 ジ疑 ハ シ イ場 合 ハ殆 ドナ イ ト

云 フ者 が多 イ.試 ミ轟寺 島氏 ノ記 載 例 ジ引 用 ス

レバ聴 化 ノ際 ハ極 メ テ 明 瞭 ニ シテ 突 然 強 陽 性
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トナ ル 者多 シ鍛 面 シテ ソ ノ後 ノ経 過 二於 テ同 一魯

程 度 ノ蝦 反 嬉し・緬 クル者 多 シiト.

余 ノ例 訟於 テ モ一 部 寄宿 舎室 割 麦 轟 見 蓬如 ク突

如 掻 揚 性 トナ 篤場 合 が大 多 数 デ アル.而 シテ少

藪 例 二 於 テ弱 陽 性 ノ轄 化 が 見 ラ レル.父 同 ジ ク

少 数 例 二於 テ ハ蔭 「ツ」液 ノ締 繹 慶 雲 モ關 係 シ、

千 倍 液 ニ テ疑 場 性 徐 ハ,こ傍}陰性 ト看1故 シ タ〉

モ ノ ガ、 百 倍液 デ弱 勢 性 テ示 シ セモ ノモ アルc

但 シ千 培液 ニ テ疑 陽 性 、 百 倍 液 ニ テ強 陽 性 ト云

フ様 ナ例 ハ無 イ.叉 若 干例 二於 テ陽 鞍 接 或 期 間

テ経 テ再検 シテ兄 ル ト例 、35回 堂 奥 泰 予)寺

島 氏 ノ實 験 例 ノ如 ク同 … 程度 ・陽 種 痘 鋳示 ス ノ

呼知 ツ タ.

ぐホ〉 疑 陽イ71三反 購 ノ推 移 鞍

寺 島氏 へ 「、疑 陽性 考 ハ 反 覆 検 査 スル ニ 同 一 程

度 轟1ズ慮 スル カ或 ハ「ア レル ギーコ}伏態 テ増 強 ス

ル者 多 久 陰 性 ニ ナ リ シモ ノナ クうζ強 陽 性 トナ

リ シ者 ノ中 覧ハ其 ノ際 陽 性 轄 化 テ ナ セ ル モ ノ ト

fーフベ キ例 モ η レベ シ」ト報 告 シテ ヰ ・レ
.

余 ノ實 瞼 例 二於 テ7}rツ 」千 倍液 ニ テ全 ク陰

性 ノ者 八百 倍 液 ニ チ モ:全ク陰 性 デ マル.此 レ轟

反 シ千 倍 液 ニ テ疑 陽 性 者 ・・或 期 間 孫 峯テ再 検 ス

ル迄 モ ナ ク引緬 キ百 倍 液 テ以 テそニナヘ バ略 甥 弓陽

性 二/蜘 齢 ル ヲ見 ㌔ 山 足 観 。と、 千 倍液 ユ テ ノ

疑 賜 姓 八 切 メ陰 性 晴 微 シ タが實 際 ノ暢 牲 ト認

メ テ差 支へ無 イ様 デ アル。 但 シ千倍 液 ニ テ ノ疑

陽 性 が百 穂 波 轟 テ強 陽 性 二反 懸 シ・タ様 ナ綱 ノ無

イ コ トハ既 述ζノ通 りデ ァル.

只此 腿 二1例 注H/キ 興 味 アル例 ガ アル.夫

レハ35同tデ r千 倍液:ニ テ2RX35

← ・)0百 倍液 ∴ テ3.1/X35(±196×6ト ナ リ、宰

ケ牛 後 千倍 液 ∴ テ22/1v認/一>0百 偶液 ニ テ

2昏/1V36〈 一)0更 ラ二半 ケ牛 後 千 倍液 ニ テ12/X
ゆ

36(十)16×16尺 水泡 猛 牛、 紅 盈 大 乱 ツ著 明 、其

後 約1ケ 月 轟 シテ右 側 熱性 肋膜 炎 ・・惹 起 ンテ ヰ

ル コ トデ アル0蓋 シ本 例 ノ虞 ノ陽 性 軸 比 ハ12〆X

36反 感 ノ分 デ...リr30/X35百 倍 液 ニ テ示 セル

疑 陽 性 ハ前 後 ノ關 係 宕 リ思 考 凶ル ニ恐 ラ ク皮 膚

ノspezifi$cheTuberkuhnallergieデ ハ ナ ク

「ツ」液 中 二含 マ しテ居 ル諸物 質 二因 ルparalle -

rgischeUeberempfindlichkeit若 シク ハnons。

pezifischeUebere:mpfindlichkeit二 基 因 スル

モ ノ1・考 ヘ ラ レル蔀

(へ〉 陰 性 轄 化 ノ有 無

玄立論問 題 トナ?Lノ ハ臨 駄 的 一_一 然 タル陰 性

「ア 初 レギー・」射 モ寧 ・陽 性ひ ネ ルギ ー」ノ存

否 如 何 デ ア ・レca個 々「'ソ」感 受 性 ナ ル モ ノハ 其:ノ

登 現 後或 時 日 惑経 テ或 一発 ノ高 度 二達 シ其 ノ後

ハ次 第 轟 下 降 却 レモ ノデ ア ル ト言 フIHambur.

ger)締 皇Bチ 座 骨豊 ハ1　ツ」二 野 こ黍煮梅{的無 反鷹

positivanergisch(Hayek}二 成 ル カ又 ・・Selter

氏 ノ 言 フ 様 ∴ 感 受 性 ノ 積 幸亟的 下降positive

Herabsetzungテ 來t,モ ノデrル トセ う しテ居

ル.其 ノ 間 接 的 説 明 ト シテ 硬 　11初期 症 状 群 テ

7し 」線 像 二示 シ乍 ら「ツ⊃反 魔 陰 性 ノ場 合 ガ ア ル

コ トi文 學 齢 期 」 ツ」反 鷹 揚 ・ド1率が高 ク青 春期

二却 ツ テ低 イ ノハ コ ノ間 隙 ド1三轄 化 が行 ハ し タノ

デ ア ラ ウ ト想定 シテ ヰル ガ、 之 テ蔽援 護 明 シ得

タ者 ハ甚 ダ灘 イ.例 ヘ バNobelu.Seidmann

ノ小 兜 ノ1例 、 上}珪氏 ノ海 軍 ご・於 ケル調 査 ニ ヨ

リ陽 性 者 ノ27駕 が後 部 会牲 轄 化 シ タ 」'ノ報 告例

位 ノモ ノデ ァル.但 シ後 者例 ハ 小林 氏 ニ ヨ ツテ

判 定 標 準 ノ境 界 ノ差 二基 ク ト反 駁 サ しテ居 ル。

面 シテ小 林 氏 ・・氏 ノ観 察 シ タ限 リニ方筋 ノ・「ヅ」

反麺:陽性 健 康 兵 中 二陰 穫 轄 化客 月1例 モ認 メ得

・ナ イrツ 」反 懸陰 性 韓 化 ハ稀 有崎ノゴ トダ ラウ ト結

論 シテ ヰ 駕.父 外 國 二 於 テ ・・「ツ」反 鷹 ノ減 弱 シ

タ例 サへ 極 メ テ少 ナ イ ト實 験 報 告 シテ居 ル者 モ

ゐ レc今 村 教 授 ノ調 査 成 績 義 侠 ツ テ モ陰 性 轄 化

ハナ イ カ父 ・極 メ テ稀 レデ ア リa寺 島氏 ノ「ツ」

反 感 陽 性 二者76名 二 就 テ ノ3ケ 月或 ハ1年 後 再

検 シ タ例 二依 ツ テモ 反 感 ノ増 強 シ タモ ノ、 不璽

ノ者 が 大 多数 デ ァ リt減 弱 シ 気者 ハ少 ナ ク、陰

性1・ナ ツ タ者 ハ皆 無 デ ァル.

之 誤聞 スル余 ノ實 瞼 例 パ 甚 ダ勘 ク若 干 名 二過 ギ

ナ ィO從 ヅテ其 成 績 テ以 テ何 等 云 爲 シ難 イノデ

唯 陰 性 轄 化 者 無 へ 且 ツ殆 ド同 強 度 ノ陽 性 反 慮

ラ示 シテ居 ・峰 イ フ夢 魔 テ記 述 ス,しエILメ ル0
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の 蛎 購 ノ1殿 畷1融 蜘 祷 ノ種 類 ト

ノ關 係

全 症 例 ニ ツ イテ ハ後 述 却 しガー 部 症 例 ハ第7、8

9表 二簡 胆 二表 示 シ シテ アル様 二、 余 ノ例 二於

テ ハ「ツ」反 鷹 陽 性 度 ノ強弱 ト登病 頻 度 トノ間 轟

明 確 ナ相 互 關 係 ハ認 メ ラ レナ イ。 同様 二 叉 「ツ」

反 癒 ノ強 度 ト罹 患疾 病 ノ種 類 トハ殆 ド無 關 係 ノ

檬 デ アル,,例 ヘ バ1熱性 肋膜 炎 、 早 期 浸 潤 、 肺 尖

浸 潤 等 轟 シテ モ何 しモ 強 陽 性 ノ場 合 轟 モ弱 陽 性

ノ場 合 轟 モ起 リ得 ル ノデ アル.寺 島氏 二 由 ル ト

氏 ノ粟 粒 結 核 ノ2例 ハ共 轟 他 ノ何 しノ疾 患 ヨ リ

モ 「ツ」反 慮 微 弱 デ アツ タ ト云 フ.但 シ同氏 ハ反

癒 ノ強 弱 テ爽 赤 叉 ハ浸 潤 ノ大 小 ノ ミテ以 テ比 較

第 三 章

由來 肺 臓 「レンFゲ ン」爲 眞 ノ正 確 ナ ル讃 影 ハ頗

ル 至難 デ アル ト セ ラ レテ居 ル.例 ヘ バ、 甲 ハ正

常 ナ肺 門 陰 影 デ アル ト云 フ ノヲ乙 ハ肺 門淋 巴腺

結 核 腫 瘍 型 デ アル ト云 ヒ、 叉 甲 ガ尋 常 ナ肺 紋 理

デ アル ト云 フ ノニ乙 ハ細 葉 性 増 殖 性 肺 揚 ノ像 ザ

呈 シテ居 ル ト言 フ様 論、 甲 二從 ヘ バ健 全 肺 デ ア

リ、 乙 二依 レバ病 的 肺 ト診 定 スル様 ナ相 反 シタ

第 一一笛

シ葱 「ツ」液 ノ稀 繹 度 二從 ツ テ比 較 ヘル ノ法 壁探

ラナ カ ツ タ/デ 不確 實 デ アル ト自認 シテ贋 ル.

要 之 、 皮 膚 ノ「ツベ ル ク リ ン、 ア レル ギ ー」ト結

核 免疫 ト ノ間 ノ關係 二就 イ テ ハ例 ヘ バ発 疫 度 ノ

強 弱 ハ 「ツ」反 癒 ノ強弱 藁比 例 スル モ ノデ ア ラウ

トカ叉 ハ逆 二 「ツ」反 慰 弱 陽 種 度 ノ者 ハ 陽性 「ア

ネ ル ギー」二近 ク 免 疫 性 ノ優 位 テ 示 スモ ノデ ア

ラ ウ等 ト云 フ ガ如 キ考 へ方 ハ何 レモ肯 定 出來 ナ

イ っ トデ知 リ得 タ.即 ヲヂツ」反 癒 ノ張 度1・免 疫

トノ間 轟 パー定 ノ閥 係 ハ 見幽 珪 レナ イ.換 蓼㌻ス

レバ結 核 ノ発 疫 タル ヤHamburgerノ 雷 フ様

轟relatiVeImmUnitat二 過 ギナ イ,,

胸部 「レ」線診査成績

結 果 テ招 ク コ トガ ア ・し.
o

余 ハ 「殉 窮 眞讃 影 二當 ツ テ ハ各種 ノ㌦ 」診 噺 學

ノ卑 門書 ∴基 キ、 將 叉諸 家 ノ研 究 壁募 考 じ テ

愼 重 ヲ期 濫 積々 リデ アル。

先 ッTレ 」像 的 所 見 テ15種 二 大 別 分 類 シテ 看護

婦 生徒 ノ胸 部 「レ」線 像 壁統 計 的 二記 録 ㍗ ロ ト

ニ シ タ

入學 當初 ノ胸 部 「レ」線 所 見

「ツ」反癒 陽性健 康者 ト陰性健 康ζ者 トノ胸都 「レ」線 像 ノ比較

入所 常 時 ノ胸部 「レ」線 像 テ統 計 的 二 表示 ス レ

バ第10表 ノ様 轟 ナ 罵。 ボ

今 之 レザ 入所 當 時 「ツ ・反 癒 陽性 健 康 者(72名1

ト陰 性 健 康 者(73名>1・ 轟 分 ケ テ 比 較 検 討 ス レ

バ次 ノ様 ナ結 果 ヲ得 ル「礁

(1)所 兇陰 性 者

肺 「レ」線 全 ク正常 健 康 ニ テ病 的 所 見 ノ無 イモ ノ

.、、 「ッ」反慮 陽 性 者 ハ18例 、 陰 性 者 ・・36例 ・}

藪 へ 常 然 考 へ 得 ラ レ ル づ トデモ ァル ガ後 者 二

多 イ。 シカ シ「力 反 懸 陰 性 者 ハ必 ズ シモ・「め 線

所 見陰 性 デ ハ}・ク、寧 ロ其 ノ51%ノ 多撒 ガ「レ」

線 所 見 陽性 デ マ リ、叉逆 轟ヂツ」反 慮 陽 性 沓 ノ25

劣 ハ「レ」線 所 見陰 姓 トイ フ結 果 ナ示 シテ履 ル.

前 者 ハ 各種 ノrツ 、 ア わ ・ギーヅ 場 合 デ ア リ、

後 者 ハ龍 内恐 ラ クハ肺 内 ノ何 塵 力轟結 核 燦菌 ガ

潜 在 シ テ居 ル が ㌧;鎚憂軽 微 デ 「v3線 病 的 碗 化 像 テ

現 ・ザへ轟 至 ラ ナ イ ト解 ス可 キ デ ア ラ ウ。 但 シ此

・考 へ 方 ハ 必 ズ シ モ 不 全 ・ア ひ ル ギ"-」 プ 否 定 ス

ル 者 デ ハ ナ イ,,父 「ツ」反 慰 、 「レ」線 所 見 集 二 陰
　

牲 者'・ 概 ネ縄 封 的rア ネ ノむギ ー 」 ト 考 ヘ テ ーStカラ

ウ 黛

(2)肺 臓 毛 髪 像(毛 様 線)

此 し轟 就 テ ハ、 「ツ」反 癒 陽 牲 者 二31例 、陰 性 者

轟26例 傲 へ前 者 二 秤い 頻 磯 ノで頃向 ガ}一イ デ

ハチ イ ガ シ ヵ シノく差 ハナ イ癖

人 多数 ・・一 條 ノ横 走 流 線 像 ・呈 シ、 稀 レ<:條

併 行rヘル モ ノ、 末梢 端 二 條 ニ テ肺 門端 デ連 絡 シ

ー 條 トナ ツ タモ ノ(松 葉 脚
、 梢 咽 巴大 シ葉 間肋

膜 炎 ノ遺残 像 ナ思 ハ セ ・しモ ノ等 モ著 干 ア ツ タ.

然 シ乍 う肺 尖 萎縮 二因 ル斜 上 方 轄 位 、 弧 獣 攣 形
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第 10 表
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等 ハ 見 ラ レナ カ ツ タ シ叉 奇 静 賑 葉 線、 副 下 肺 葉

線(心 臓 下 肺 葉 線〉モ無 カ ツ タ。 而 シテ大 多敷 ノ

生 理 的(ト 思 ノ・レル)毛 髪像 及若 干 ノ病 的(ト 思

バ レル)毛 髪像 ハ共 二 「ツ」反 癒 ノ陽 性或 ハ陰 性

何yノ 場 合 ニ モ見 ラVタ 。 病 的 毛 線 ガ 「ツJ反 磨

陰 性 者 二 出現 シテ居 ル例 ハ不 全 「ア レル ギー」及

ビ殊 二 陽姓 「アネル ギー」テ肯 定 セ シメ ・レ資 料 ト

モ ナ ル モ ノテ ア ラ ウ。

以 上 毛 髪 像 ハ蓋 ク… 律 二、コ ノ部 二牧 録 シ假 令、

其 レガ 生理 的 ト思 バ レル モ ノ デ アツ テ モ所 見 陰

性 者 ノ部 ニ ハ編 入 シテ居 ラヌ コ トテ附 言 スル。

(3>初 期 浸 潤 乃 至軟 牲(新 鮮 〉初 期 症 状 群

コ ノ例 ニ ハ 「ツ」反 慮 ノ如例 ヲ問 ハ ズ、1例 モ遭

遇 シナ イ.

(4>灰 化 初 獲 竈 乃 至 硬 性 く陳 薔)初 期 症 駄 群

軟 性 初 期 攣 化 群 ガ灰 化 スル ニ ハ少 ナ ク トモ8ケ

月 、 普 通4-5年 ヲ要 スル ト云 バ レルe

此 ノ 例 ハ 「ツ」反 慮 陽姓 者 二12例 、 陰 性 者 二3

例 出現 、 即 チ陽 性 者 二明 カニ頻 贅 ズル。 蓋 シ少

許 乍 ラ 陰 性 者 ニ モ 是 レテ 見 ル ゴ トハ 或 ハ陽 性

rア ネ ル ギー 」テ肯 定 スル事 實 ヲ提 供 スル モ ノデ

そ ア ラ ウ カeSimon氏 竈(Puhl氏 結 節 〉ト シテ

ノ初 感 辱 獲 灰 化 竈 ハ 見 ラ レナ カ ツ タ。

(5)肺 門淋 巴 腺結 核

一 般 二 肺 門 琳 巴 腺 ト呼 ブ ノハ 胸 腔 内淋 巴 腺 ノ中

氣 管氣 管 技淋 巴 腺 及 氣 管 枝 蹄 淋 巴 腺 ヲ穂 構 シタ

モ ノ デ アルe病 的 淋 巴 腺 ガ「レ」陰 騎 テ形 成 スル

ニ ノ・掴 濁腫 張 程 度 デハ 不 可 トモ云 ヒ(Rieder)、淋

巴球 ノ檜 加 ガ ア ツ テー 定 ノ大 イサ ニ達 ス レバ充

分 デ アル トモ イ フ(Bacmeister,DelaCamp,

Lorey)。 通 常 髄 様 腫 脹k乾 酪 攣 性 ノ、確 實 トサ

レテ ヰ ル。但 シ其 ノ位 置 ガ肺 門∬踏(主 ト シテ動

脈)陰 影 外 二腫 脹 シテ 出 ル カ或 ハ少 ナ ク トモ雀

卵 大 二達 セヌ ト讃 明 セ ラ レヌ(Assmann,岡 〉ト

云 ハ レテ居 ル。

余 ノ例 二於 テハEngelノ 分類 二從 フA其 ノ炎
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衝 型 ハ1例 モ無 クr大 多 敷 ハ軽 度 ノ腫:瘍型 、 若

干 ハ軽 度 肺 門 炎 型 デ アツ テ三 者 ヲ包 含 シテ「ツ」

反 癒 場性 者 二28例4陰 性 者 二14例 テ兇 ノヒc帥

チ肺 門淋 巴 腺結 核 ハ 陽 性 者 二 歩獲 スル モ ノデ ア

ル コ トヲ知 ツ タ.文 相 常 数陰 性 者 轟是 レテ見 ル

所 以 ハ不 全 「ア レ ルギー」若 シ クハ陽 性rア ネ ル

ギー3ヂ 以 テ説 明 シ得 ベ キ デハ ナ カ ラ ウ カ.

(6)石 灰 イヒ竈

灰 化 原 獲竈 乃 至硬 性 初 期 憂 化 群 及 ビ夫 レ以 外

ノ第 二次 結 核 症 二生 ズ ル 石灰 化 竈 ヂ全 テ包 含 セ

シメ テ コ ノ部 二表 示 シ タ0石 灰 化 竈 が結 核 以 外

.....見ラ レル コ トハ稀 レデ アル トセ ラ レテ居 ル。

ヨツ テ石灰 化 竈 ヲ見 劣時 ハ結 核 ノ存 在 デ認 メ、

其 ノ新鮮 病 竃 ハ少 ナ ク トモ8ケ 月 以 前 二殺 生 シ

テ居 ル ト信 ジテ モ大農 不 那合 ハ ナ イt

劔:テ第 一次 結 核 症 トシテ ノ石 灰 化 竈 二就 テ ハ既

述 シタ ノデ之 ナ除 ク ト第 二次 結 核 ト シテ ノ石 灰

化 竈 ハ、「ツ」反 癒 場性 者 二2例 、陰 性 者 二1例 ダ

ケ認 メ ラ レo何 レモ砂 状 ノ多 獲 性 ノ モ ノデ ァ

リ、 索 状 陰 影 ナ件 ヒs撒 布 結 核 ノ遺 残 像 ノ様 ヂ

アルa2例 ハ左 上 野 、1例 ハ右 下 野 二在 ル。「ツ」

反 慮 陰 性 者 ノ夫 レハ陽 性 「アネ ル ギー 」ト認 ムベ

キ デ モ ア ラ ウ カ.

(7>血 行 姓 撒布 結 核

早期 撒 布 モ然 うザ ル者 モ、 禰 蔓 性 ノ者 モ散 在性

(限局 性)ノ 者 モ、 新 鮮 ナ者 モ血 行 健 闘 歌 型 モ、

或 ハ 再燃 浸 潤(晩 期 浸潤1モ 定 型的 ノモ ノノ・1例

モ無 カ ッ タ。 只 コ ノモ ノ ノ遺 残 像 テ思 ハ セ ル砂

}伏灰化 竈 テ有 スル モ ノ ガ3例 見 ラ レタ ガ コ レハ

石 灰 化 竈 ノ部 ユ編 入 シテ 置 イ タ ノ デ づ コニ ハ牧

録 シナ イ。

(8>滲 出 姓 肋 膜 炎

コ レハ 多 ク結 核 第 二期 二、 圭 ト シテ廣 汎 性 漿 液

織 維 素 性 肋膜 炎 ノ形 デi多 クa11erg{sch二 起

リ.rレ 」學 的 ニ ハPleuritiscostalis(Dorsa1-

farm)ト シ テ造 影 サ レル コ トが多 イ。

余 ノ例-於 テ ハ1例 モ 見 ラVナ カ ツ タa

(9>肋 膜 腓 豚

岡 博 士 ハ コ レプ病 理 解剖 塁上8種 二分 類 シテ居

ル ガ、 其 等 テ「レ」學 的 二郭話別 ス ル ノ八田難 デ ア

ルC「 レ」線 像 溢 血 ツ テ づ レプ磁 力象 形 的 二呼稠

スル人 モ アル.

余 ノ例 轟就 イ テハ、 ザツ」反 応 陽性 者轟7例 陰 性

者 二4例 之 ヲ見 タ。 何 レモ極 ク軽 度 ノ癒 著 テ示

シテ居 ル モ ノ ノAデ 、季黄隔膜;窒罎 ノ梢 ミ波 状 チ

呈 シ テ居 ル モ ノ、横 隔膜 胸廓 角或 ハ横 隔膜 心 臓

:角ノ:塞上 セ ラ レタ モ ノ等 デ アツ タc即 チ横 鰯膜

肋 膜;炎若 シク ハ基 底 部 肋膜 炎Gamell乞rePleu-

ritis/1種)ノ 遺 残 像 ノ様 轟 思 ・・レル。 「ツ」反

磨 陰 性 者 二 笥 スル解 繹 ハ 、 陽性 「ア オル ギー チ

以 テナ スベ キ デ ア ラウ カ0石 灰化 竈 ノ部 デ ハ言

及 シナ カ ヅ タ ガrP冑 肋 膜Panzerpleuraモ 無 論

見 ラ レナ カ ツ タa

(1∩)肺 尖 肋膜 餅 腿

余 ハ肺 尖 肋 膜 炎 ガ、 第 一次 結 核(初 感 染結 核 〉、

限1詩性 血 行性 播 種 結 核:(Spitzenmiliare:Neu-

mann。granuliedisc艶te:Bard)、 早期 浸潤 、

第 三期 肺尖 結 核 等 ノ何 レモ ト密 接 ナ瀾 係 ガ アツ

テ興 味深 イノ デ特 二肺 尖 彫朦 朧 砥 癒 著 性 肺 尖

炎 、 癒 著 性 肺 尖 肋膜 炎)ナ ル部 テ 別 個 二段 ケ テ

見 劣.

余 ノ例 二於 テハ 入墨 常 時 ノ「レ」線 像 デ ハ ザツ」腹

癒 ノ如 何 二 ㈱ セ ズ1例 モ 遭 遇 シナ カ ッ タa

(1D早 期 浸潤

早 期 浸潤 ノ・掲 ノG.Simonニ ヨ ツ テ 初 メテ命

名 セ ラ レ1922年Assmannガ 鎖:骨下 浸潤 ト シ

テ 「レ、學 的 二 記 載 シテ カ ラ 俄 然 注 目 ノ 的 トナ

リ。 ソ ノ後Simon,Redeker,:Lydti鵬Diet1其

ノ他 ノ藪 多 ノ興 者 ニ ヨツ テ病 理 解 剖 墨 的 二成 ハ

rレ 」學 的 三論言義班 究 セ ラ レー・B寺ノ、Redekerノ

所 謂alteIrrelehreヲ 覆 ベ シ筍 モ 結 核 ヲ語 う

ン トスル者 ノ興 味 ノ中 心 トサ ヘ ナ ツ タモ ノデ ア

ノレ0

余 ノ例二於 テ是 レテ2例 讃明 シテ居 ノむ.何 レモ

38回 生 デ、「ッ」反懸ハ強陽性 デァル.1例 、■

■ 八方:側総督下浸潤 デ、他 ノ1例 、■

■ ハ右側 中野浸潤(葉縁浸潤)デ アル.前 者

ハ初感染竈 ト、後者ハ初感染竈若 シク八葉間駒
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膜 炎 ト思 考 シ難 イ、 「し」線 像 テ呈 シテ居 ル。 叉

爾 者 共 二 早 期 浸 潤 以 外 ノ 第 二次 肺 結 核 症 トノ・

rレ 」像 的 二解 シ得 ナ イe

是 ノ2例 ・・=就テハ 症 例 ノ項 デ詳 細 二述 ベ ル コ ト

ニ ス ノレ
6

(12)士 曾殖型 乃 至 硬 愛 型 浸 潤

是 レハfツ 」反 懸 陽 性 者 轟6例 、 陰 性 者 二7例 登

現 シテ居 ル。 共 二主 ト シテ輕 度 ノ細 葉 性 檜 殖 性

浸 潤 デ アルゆ 後 者 ノ場 合 ハ コ レテ シモ 不 全 「ア

レル ギー 」若 シ クハ 陽 性 「アネ ル ギ ・一一」ト思 考 シ

得 ベ キ モ ノデ ア ラ ウ カ.

(13)混 合型 浸 潤

是 レ・s就イ テノ、、 「ツJ反 癒 陽 性 者 蛇陰 性 者 二 各

2例 宛 幾 見 セ ラ レ タ.後 者 ノ場 合 ハ臨 躰 的 二陰

性 「ア ネル ギ ー」トハ考 ヘ ラ レ+イ,,是 ゲ モ不 全

「ア レ1レギー 」テ 以 テ デ モ 読 明 スベ キ デ ア ラ ウ

カ,聯 力疑 問 ナ キ テ得 ナ イゆ 寧 ロrツJ反 癒 二再

検討 チ加 フベ キ根 檬 テ堤 供 ス ル モ ノカ モ知 レナ

イ縫

α4>滲 出型 浸 潤

小 葉 性 、 大 葉 性 テ問 ハ ズ高 度 ノ乾 酪性 攣 化 デ示

ス モ ノハ1例 モ無 カ ツ タ、,

d5)室 洞

初 期 室洞 、 早 期 室 洞 テ間 ハズ、 急 性 室 洞.慢 性

室 洞 ゲ論 ぜ ズ、 孤 立 牲 、 多覆 牲 、 輩室 性 、 多房

牲 、 蜂 窩 状 、 其 ノ他 年多歌 、 大 小 等 轟 關 セ ズ、賂

叉 特 殊 ノ索 纈i室洞 、打 抜 様 塞 洞 、 懸 垂 室洞 ヲ選

バ ズ。 室 洞 例 ノ、全 ク之 男 映 イ テ居 藷レ。 傷 室洞 ト

看i故サ レル者 ス ラ1例 モ無 カ ツ タ,、

以 上 ラ通 賢 スル ニ、 余 ノ例 二於 テハ毛 髪 像 、所

見 陰 性 者 、 肺 門 淋 巴腺 結 核 ガ最 モ 多 ク、 全 テ テ

包 含 スル 石灰 化 竈 、 檜 殖姓 乃 至 硬 化性 浸 潤 像 、

肋 膜 腓 腿 ガ之 二次 イデ居 ル.

是 レヲ文 獣 二微 ス ル ユ、 小 林 氏 ハ ツ反 鷹 陰 性健

康 兵 ノ大 多敷 ハ 「レ」線 像 全 ク正 常 、 稀 レニ肺 門

灰 化 竈 テ有 ス ルニ ス ギ ナ イ〈陽 性 「アネ ル ギー」〉。

「ツJ反 癒 陽 性 健 康 兵 一…於 テ モ亦 大 部 分 ハ正 常 デ

アル カ 肺 門灰 化竈 テ 有 ス ル ニ 過 ギ ナ イ。 唯45

名 中3名 ノミ早 期 浸潤 類 似 ノ孤 立 性 限 局 性 浸 潤

像 一寿見 々 ト報 告 シテ居 ル。 又 氏 家 氏 ハ調 査 人 員

628名 、 ソ ノ中 ザツ」反 癒 陰 性 者197名 、 陽 性 者

431名 二就 テ、 非 活動 性 攣 化 像6項 、 活 動 性攣

化 像3項 及 ビ正 常 像 ヲ有 スル者 二分 類 シテ統 計

的 二其 ノ成 績 テ記 載 シテ居 ル.是 レニ 由 ル ト小

林 氏 ノ報;1「二比 シテ著 ル シ イ相 違 一'}示シ、 正常

像 チ有 スル者 ハ 「ツ」反慮 陽 性者 轟皆 無 、 陰 性者

zaモ9・1%ニ スギ ナ イ。 叉 非 活動 性 攣 化 、 活動

牲 攣 化 ハ共 二概 シテrツ 」反 慮 陽 性者 二梢 気多 イ

ガ大差 ハ ナ イ。 然 モ早 期 浸 潤 ノ如 キ著 明 ノ攣 化

ガ「ツ」反 癒 陰 性 者 ニ モ 見 ラ レ タ トナ シテ居 箆奪

寺 島 氏 ノ看 護i婦二封 ス ル成 績 ハ、 「レ」線 像 正 常

ト思 バ レル 者 ハ 「ツ」反癒 陰 性 者19.1%陽 性 音

16・4"・、 各 種 ノ病 的像 テ有 スル者 ハ 「ツ」反 磨陰

性 者80.9'気 陽 性者83.6%テ 示 シテ1,1}ル。即 チ

傘 カ ラ是 レ}兇 ル ト概 シテ小 林 、 氏 家 爾 氏 ノ成

績 ・中 庸 暁往 ク ノ感 ガ ア%但 ゾ ツ」反 磨 陽姓

者 及 陰 性 者 壁通 ジテ!l鐘 化 ノ過 牛 ハ 肺 門 部 及肺

ノ石灰 化 竈 デ ア リ1稀 レニ ハ肋 膜 絆 腿 モ アル〉。

肺 實 質 内 轟 於 め ・陰 影(癩 痕)ハ 陰 性 者 ニ ハ無

ク、 陽 姓 者 轟3例3見 タガ、 活 動 性 ノ攣 化 ハ1

例 轟 之 ヲ見 ナ イ1・云 フ黙 ハ 小林 氏 ノ成 績 ト梢 丸

趣 モ 同 ジ ク シ テ居 ル。 而 シテ寺 島 氏 ハ、 斯 ク ノ

如 キ所 見 ノ相 違 ノ起 因 テ「し」線 像 ノ判 断 ノ相 違

二 多 ク求 メ テ悼 しガ
、 余 モ亦 此 ノ意 見 二左租 セ

ザ ル 騰得 ナ イ癖

第 二節 胸部 「レ」線所 見 ノ推移

「ツ」反慮 陽轄時前後 二於 ケノゾ ヒ線 像 ノ比較

胸 部 「レ」線 所 見 ノ推 移 ヲ的 確 二知 ル爲 メニ へ

少 ナ ク トモ頻 同 」 ツ」反 慮 反 覆 検 査 ジ行 フ ト共

・x、其 ノ陽 轄 ヲ見 タK"=一就 テ ハ
、 即 時 「レ」線 診

査 一チ行 フ ノ要 ガ ア ル。 余 ハ種 々 ノ事 情 轟 欝 ツテ

臨 林 的 二結 核 性 疾 患 ガ爽 病 シ タ ト診 定 セ ラ レタ

者 ノ ミニ就 テ反 覆撮 影 一}セザル テ得 ナ カ ツ タ ノ
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備 考

ノ・遺 憾 デ ア ル。 斯 ク シテ 得 々第11表 ハ即 チ縞

核 性 疾 患爽 病 者 二封 シ 莞行'ソ タ反 覆撮 影 バ レ」

線 所 見 ・延 枚 籔 的 二第10表 二 加 算 表 出 シ タモ

ノ デ ・ル。但 シ本 表 ガ所 見陰 性 者 ノ部 二於 テ第

10表fi"モ 増 如 シ ー 見 奇 異 ノ感 斗與 ヘ テ居 ル

所 以 ノモ ノへ 臨 沐的 二結 核 性疾 患 ガ餐 病 シ タ

ト診 定 セ ラ レタ ニ モ拘 ラズ「レJ線 墾 的 二何 等 攣

化 ザ呈 シテ居 ナ イモ ノモ ア リ タ爲 メデ ァル。

〈1>所 見 陰 性 者

此 し二就 イ テ観 察 肩 レ 、 入所當 時 ノ所 見 陰 性

者(第10表 聰 計 ノ部 蓼 照!-…一比 シテfヅ 」反 慮 陽

姓 者 ヅ"攣 化+ク 陰 性 者 二 ・・6例 ノ歩曾加 斗見 テ

居 ル,,換 壽 ス しバ 「・?」反 癒陰 性 者 ノ延 人 員6例

ガ酬 禰 二結 核 綾 病 者 卜診 定 サ レ タ轟 モ拘 ラズ

「レ線 像 陰 性 ナ ル結 果 頻 シテ居 ル ノヂ ア ル.

而 シテ後 掲 第12表 総 計 ノ部 二 記 載 シテ ア,し様

r-"t/6例 中3例 バ 必 反 癒 依然 陰 性 デ ア リ3

本 表 ハ入 學 時 ノ「巧 線 所 見 二現 在 迄 二 新 轟登 現 セ ノシ所 見 ヲ加 算 シタル モ ノナ リ。

例 ハ ソ ノ前 又 ハ後 陽 性 轄 化 ヲ作'ソ テ1,舜㌔ 約 言

スル ト臨肱 的 結 核 贅 病 者 中延 人 員6例 ノ」一レ」線

像 正常 デ ア リ、 且 ツ「ツ」反 癒 ハ 入所 當 時 ハ 凡 テ

陰 性 デ ア リ、 中3例 ハ 後 一・・一陽 轄 シkモ ノデ ア

1し.按 ズ ルx-、 此 ノ3例 ・・㌦ 」線 像IE常 デ ア ん

ガ臨 抹 的 症 状 蚊 轟 「ツ」反 癒 ノ陽 輔 セ ル事 實 ヨ リ

シテ羅 核 初 感 染例 拷 フベ キデ ア リ、 残 リ3例

ハ 「レ」線{象正 常 、 「ツ」反 慮 陰 性 ノ儘 デ ア ♪しカ ラ

臨 休 的 症 状 二信 略置 イ テ斯 カル場 合 ニ モ結 核 ノ

搬 病 ア リ ト爲 ス ヨ リモ寧 リ批 レ ・否定 凶ベ キ働

ト髪ヘ ラ レル.

〈2>肺 臓 毛 髪 像

此 しハ入所 當 時 ・「ツ1反 慮 陽 姓 者 二10iigij、陰 性

;Kx-3例 ノ増 加 テ見 テ居 リ、増加 傘 ハ陽牲 者 轟

高/v蒲 シテ後 者3例 ハ共 二 夫 し ノ礎 現 前 又 ノx

後 陽 牲 轄 化 ・見 引 、・}回第12表 総 計 ノ細 撫 、

以 下 準 ズ〉.但 シ毛 髪 像 ハ 撮 影 手技 蒜 由 ツ テ生



脚 玉井=看 護 婦 轟繋 ス ル「ツ ベ ル 四 ン波 内 反 慮 ト胸 部rvン トゲ ン.像 ト ノ相 關 的 研 究 【第19巻

現 的 ノモ ノモ 出浸 常 デ無 イ コ トモ ア ル ノ デ本3

例 ハ ソ ノ出 現 ド ツJ反 癒 ノ陽 轄 トガ必 ズ シモ因

果 閣 係 ヲ有 一ヘル トハ云 ヘ ナ イ.

(3>初 期 浸潤 乃 至 軟 性 初期 症 状 群

余 ハ看 護 婦 生 徒 入 所後 ノ経 過 工於 テ此 レ ノ贅 現

テ窃 カニ期 待 シテ居 リ、 閲方 三角 陰 影 ・perifo-

kalePrim琶rin創trierung:Redeker/、 若 シ ク

ハ コ レ ト墜 極 テ形 成 ス ル 内方 三 角 陰 影(perif(ト

kale◎d.perihil乞reSekund乞rin創trierung:

Redeker.perihil乞reInfiltrate:Kleinschmidt.

Epituberkulose:Eliasberg,Neuland.Para-

tuberkul◎se:Engel>ノ 覆 見 二努 メ タ ガ、 幸 力

不 幸 力、 其 ノ非 定型 的 ノモ ノニ サ へ 未 グ遭 遇 シ

ナ イ.

(4)灰 化 初 凝 竈 乃 至 硬 性 初 期 症 状 群

此 レニ就 イ テノ、入 所當 時 「ツ」反 慮 陽 性 者 ニ ノ ミ

2例 ノ増 加 ヲ見 タ.共 轟 肺 門 腺灰 化 デ マルe

(5>肺 門 琳 巴 腺 結 核

入 所 常 時 「ツ」反 磨i陽性 者 ユ17例 、陰 性 者 二7例

ノ増 加 デ來 シテ居 ル。 即 チ増 加 寧 ハ陽 性 者 二遙

ヵ二高 イ。 而 シテ陰 性 者 中 ガ 曾加 シ タ7例 ハ全

部 其 ノ前 叉 ハ後 陽 椎 轄 化 テ俘 ツ テ居 ・・。

ぐ6>石 灰 イヒ竈

前 記 ノ様 二、 入所 當 時 「ツ」反 癒 揚性 者 二2例 肺

門 淋 巴腺6灰 攣 牲 ノ塘 加9見 テ居 塩ガ 、 其 ・以

外 二灰 化竈 ノ薪 ナ出 現 ハ無 イ.
穣

〈7>」血そ予4生撒 布 結 核

未感 染 者 子 モ 含 ム 若 年 女子 デ ア ル 看諸 婦 生 徒

ガ、 病 院 内住 活ca於 テ ハ 結 核 菌 ノma幽sive

Ueberfallsinfektion暁 被 ル 可能 性 ・・多分 二有

ル ノデ、 腕 ノ 早 期 撒畜 或 ハ 全 身 粟 粒 結 核 乃 至

Typhotuberkul◎sev◎nLandouzyノ 様 ナ モ ノ

ノ登 生 ザ或 程度 豫 測 シテ層 タガ表 グ幸 ヒ遭 遇 ス

ル ニ 至 ラナ イ.

〈8>滲 出性 肋膜 炎

入所 當 時 バ ツ」反 懸 陽 性 者 、 陰 性 者 二 各2例 宛

出現 シテ居 駕 後 者 ・2例 ・・1嶺ξ 其 ・際 陽 臼鱒

化 ラ俘 ツ テ 居 勘,,し 」興 的 ・・一ハ4例 共Dorsa1-

formデ アルe

(9>肋 膜 餅 腿

各種 ノ肋 膜 腓 豚 ハ 入所 當 時 ノ「ツ」反 慮 陽性 者 一・:-

9例 、 陰 性 者 二2例 ノ檜 加 ヲ見、 増 加 率 ハ遙 力

轟陽 性 者 二高 イ。 而 シ テ陰 性者 ノ2例 ハ共 二其

ノ際 陽 輔 シテ居 ル。

(10)肺 尖 肋膜 餅 腿

癒 著 性 肺 尖 炎 ノ出現 ハ 未 グ見 ラ レナ イ。

(11)早 期 浸 潤

此 レハ 入所 當 時 ノ」ツ」反鷹陽 性 者 二3例 、 陰 姓

者 二1例 ノ檜 加 斗見、 増加 卒 ハ前 者a高 イ。 而

シテ後 者 ノ1例 ハ其 ノ際 陽車專シテ居 ル。

(12)檜 殖 型 乃 至 硬 憂 型 浸潤

之 ハ 入 所 當 時 ノ「ツ」反 慮 陽 性 者 二4例 檜 如 シテ

居 ル ガ陰 性 者 ニ ハ増 加 テ見 ナ イニ

(13)混 合型 浸潤

入所 當 時 バ ツ」反 鷹 陽 姓 者 二2例 、 陰tr者==2

例 増 加 シテ居 ル。 而 シテ後 者 ノ2例 ハ共 二其 ノ

際 陽轄 シテ居 ル。

(14>滲 出 型 浸潤

此 者 二關 シテハ 入所 當 時 ノ「レ」線 像 ニハ 皆 無 デ

ア ツ タガ、 今 日迄 ノ 経 過 二 於 テ、 入所 當 時 ノ

「ツ」反 慮 陽 性 者 二2例 新 二襲 現 一・}見タ
e但 シ陰

性 者 ニ ハ 出 現 シテ居 ナ イ。

此 レ及 ビ早 期 浸潤 二就 テハ症 例 ノ項 デ殊 二詳 細

二 説 明 シヤ ウ.

(15)察 洞

入所 常 時 バ ツ」反慮 陽性 者 二2例 初 メテ其 ノ出

現 現 タ。 陰 性 者 ニノ・未 ダ見 ラ ジナ イ。 此 レノ

凝生 機 轄 轟就 テ ハ症 例 ノ項 デ述 ベ ル。

小 括

以 上 与通 賢 シテ之 ヲ要 スル ニ、 短 カ キハ殆 ド

入 學 直thts長 キ ハ2年 ノ親 察 期 間 内 二於 テ、 各

種 ノ「レ」線 病 的攣 化 像 ハ 人所 當 時 ノ「ツ」反 慮 ノ

結 果如 何 二拘 ラズ磯 現 ヘル モ ノデ ア ルガ、 概 シ

テ陽 性 者 二其 ノ疲 現 傘 ハ 高 イ窃 而 シテ陰 性 者 二

陵 現 ス ル場 合 二 ・・其 ノ際 必 ズ陽 性 轄 化 ナ俘 フモ

ノデ γル事 ヂ知 ツ タe(但 シ此 慮 轟云 フ「其 ノ際 」

ナ ル語 ・・必 ズ シモ 「レ」線 攣 化 像 獲 見 ト全 ク同 時

回 フ嚴 密 先意 味 デ ハナ へ 其 レニ近 接 シテ其
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ノ前叉ハ後S行 ツタ「ツ」反鷹 ノ結果 カラ推定 シ

タ場合ガ多 イ〉.

批 ノ間 ノ推移ヲ「レ」線像的攣化別二観ズル ト、

肺門淋巴腺結核、肋膜腓脂 ノ檜加ガ最 モ多ク叉

滲出姓肋膜炎、滲娼性浸潤、空洞等 ノ著明ナ漿

化 ガ新 タ轟 出現 シテ居 ル.叉 滲 出牲 浸潤 。 塞 洞

ノ様 ナ特r一著 明 ナ1愛化 ハ 入所 當 時 「ツご反 癒 陽性

者 中 ニ ノ 更認 メ ラ レ、 早 期 浸 潤 モ亦1鯛 ヲ除 イ

タ他 ノ5例 ハ 同 ジ ク陽 性 者 中 ヨ リ蛮 現 シテ/や レ

ノ ヲ見 タ。

第 三節 胸部 「匂 線像 ヲ基 礎 トス〆 ツ」反癒 陽性 並陰 性 二郵 スノン解繹

肺臓「レ綿 像ガ如何 ナル攣化 一?呈スル臨r物 爲メニ、余ハ第12表 ノ様 へ 各fレ」線像二於 ケ

反慮ガ最モ多 ク陽性 チ示 一孔モノデアルカジ知 ル ルヂツ」反慮陽性百分傘 テ算掛 シテ見 タ,,
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備 考 本 表 ハ胸 部 ドレ」線 窩 眞 ノ延 枚 籔 轟 ツキ テ所 見 ヲ記 入 シ、

肇 ヲ併 セ算 出 セ ル モ ・ナ リ.
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ソノ所 見二讐ス ル海2反 懸陽性
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今 此 ノ表 轟檬 一}観ル 轟、「り 線 所 見 陰 性 者 モ35

勉 ノ 「ツ」反 癒 陽性 率 ・・保 持 シテ 居 ル。 毛髪 像

62、9ウ、.弱、灰 化 初 凝議 乃 至硬 性 初 期 症 状 群82.4

乞∫弱 、肺 門 淋 巴 腺 結 核78.8疹 弱 、石灰 化 竈80%r

肋 膜;餅腿81.8づ 強 、増 殖 型 乃 至 硬:攣型 浸 潤58.8

乞ノ弧 混 合 型 浸 潤75劣 ト云 フ様 二相 當 高 度 ノ陽

性 傘 テ示 シテ居 几モ ノデ ーt'リ、 且 ツ滲 出性 肋 膜

炎、 早 期 浸 潤 、 滲 出 型 浸 潤 、 室 洞 等 ノ最 著 明 ノ

病 的 「レ」線 墜 死 像 斗星Tル 際 ニ ハ100乞 、ノ陽 性

傘 デ アル華 華知 ・ソ 受 ノデ ア ルc而 シテ ジレゴ線 像

全 〃正 常 ノ場 合 ∫ モ相 當 ノ率 轟於 テ 肺 内(艦 内

?〉結 核 生 菌 ・潜 在 ・・懐 疑 セ シ ・atコ トハ特 ∴

注 群 長ベ キ事 象 デ ア う ウa

以 上 縷 々成 績 斗文 献 二 依 ・ツ テ諸 家 ノた し轡 比 べ

atト 、 小 林 氏 ハ45名 ノ海 兵 中3名 ノ早 期 浸潤

fレ 」線 像_}見 二是 等 ハ 凡 テ「ツJ反 慮 陽 性 者 デ

アル ト記 載 シ、 寺 島 氏 モ亦 看 護 婦 二於 テ3綱 ノ

早 期 浸 潤 斗認 メ1例 ・・「ツ」皮 癬 陽 性 者 二、 他J

2例 ・・入墨 當 時 ノ陰 性 者 ユ贅 現 シ後 者 八葉 ノ際

陽轄 ・・俘 ・ソテ居,し コ トヲ述 べ、氏 家 氏 ノ ミハ197

名 ノf・ソ」反 癒 陰 性ll・浜 二於 テ:其 ノ際2名 ・早 賜

浸 潤 「レ.線 像 一括 い ト報 告 シ瀕 ・}聾。

第四章 臨淋的観察

第 一一節

余 ノ観 察 期 間 中 二於 ケル蕨 病 者18例 三献 テ、主

ト シテ胸 部 「切 線 像 ノ推 移 轟從 ツ テ静 的蚊 動 的

診 断'信 式 ミヤ ウ.此 レ轟 ハ結 核 ノ分 類 二準 櫨 乳

ル ノ渉便 ド 孔ル¢

結 核 ノ分 類 工 就 イテ ハW.Neumann:が 其 ノ著

書DieKlin{kderTuberkuloseErwachsener

轟記 載 シテ居 誌3ard-pi6ryノ 分 類 法 ・・病 理 解

剖 學 的 二偏 シ、Turbanノ 分 類 法 モ煩 雑 二i過ギ

ル.Bacmeisterノ 分 類 法(早 期 型 、晩 期 型 二大

別 つ ヲ 更 轟 … 歩 進 メ タ熊 谷 岱藏 教授 ノ分 類 法

が鶴 林 的 鎧 八景 モ 完 壁 二近 教 文献4う 。 余 ハ主

トシテ此 ノ分 類 法 二様 ツ テ記 述 々%然 シ競 近

回 教授 ハ結 核 初感 染 二就 テ多 年 ノi薙著 聞葬傾 ケ ラ

レ タ廣汎 斬 新 ナ 研 究 渉 凝表 シテ 居 ラ レ,しノデ

/文献 蔓う 或 八葉 ノ分 類法 ニ モ 改 訂 が加 ヘ ラ レテ
趨

居 ル カモ知 レナ イ.

第13表 獲病 者敷

＼ ㌔
一 撃 、!11入 學 時 ＼

＼ 級34i司;35μ 司36恒 葬37同:381巳 プr.si
唱

、;iザツ 」文略 、

+5
.歪L(,10.…2u

2500iO7

以 下 各痙 例 轟 於 テ、 年 齢 ハ入 塾 時 ノ満 年 齢 ヲ、

年 齢 ノ次 ∴附 シ タ括 弧 内 談a若 シ 〃ハ満 トアル

ノへ 在 来 ノ居 住 地 が 日本 デ アツ な力満 洲 デ ア

ツ 傑か}示 スモ ノ ド ヘル0

・螢 病 症 例

第1例 一20歳(日

21/1V35胸 部 ザレ』線 像 ハ右 側 生 理 的 毛 髪像 、 肺 門 陰

影 稽 ζ増 強 、右 側 二 八軽 度 ノ・石 灰 沈 著 像 ヲ 見ルC251W

35M.M.R.・.Mantoux・MeMerscheReakti◎nノ 略

語 、 以 下 準 之/、 午ノ4×4夏 、000× ギツ」液 、以 下 徽 字 ノ

ミ示 ス'」27/1V35M.M.R.k十 、11×11(100×Dj

液 、 以 下 数 字 ・ ミ示 ス 〕e16阻363り 右 側 胸 痛 、 熱

登 至40℃ 、 其 レ以 前 ニ モ徽 熱 感 ガ ア ツタ ト云 フc右

側 滲 出性 肋 膜 炎 ナt(臨 妹 的 診 断 ノ下 二20/皿36入 院 、

22/m36軽 快 退 院 、其 ノ間 ・血 沈 値.ノ経 過 ・・32一一87-

58粍/時 間 値 ヲ示 ス 、 ∫λ下 同 ジ)、22/皿36ザ レ」線 像

・・右 側 滲 出性 肋 膜 炎 像(Pleuritiscostalis、 ヲ示 シ毛髪

像 ハ肥 大 シテ居 ル.右 側 肺 門 陰 影 鼓 右 腕 跡 敷 理 一 般 譲

増 強 シ實 牲 充 血 ザア ル ノ ヲ示 ジ テ居 ・乳.22/m36退 院

後 微 熱 多 少 ア ル 毛推 ジテ 勤 務 ス1/V36頃:稽 く高{

熱 登 ガ ア ツテ4/V36再 度 入 院 ス.肋 膜 炎 ・・治癒 ジテ

居 ゆ、 肺 臓 ノ理 學 的 症 豚 モ陰 性 デ ア ヅタ ガ、下 旬1V36

結 核 性 脳 膜 炎 ヲ惹 起 シ9/VI36不 蹄 ノ客 トナ ・し.19/V

36㌧ ・」線 像 ハ入所 當 時 ノ夫 レ ト 尺差 ガ ナ 〃 唯 右側 横

隔 膜 弩 曜 が軽 度 ノ波 歌 ソ呈 シ運 動 稽;鈍 イ ノミr毛 髪

像 ハ細 小 蒜復 シ翻 転管 淋 巴 腺 ノ腫 脹 ・・見 ラ レナ 島 肺

臓 ニ ハ塑 化 ガ ナ イ(粟 粒 結 核 モ 見ナ1)。 爾 ホ7/V36

血 沈 値183粍 、M.M.R.(十 ン9×10F1,000× 〕凝 赤 八

♪ヒ較 由旬マ炎箸多c

事 例 ハRanke氏 ノ第 渡 期 轟 於 テ 多登 性 漿 液 膜 炎 ヲ遥

シ タモ ノデ肺臓 三 八璽 化 ザナf欝
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第2例19歳IH♪

18バV35Cレ 」線 像、 右 側 肺 門 陰 影 精 く増 強v右 腕 下

野索 状 陰 影 ∴富 ム 元 褒 コ ・部 ・・肺 ノ前後 樫 最 モ 厚:"

從 ツテ血 管 が重盗 シ肺 絞 理 が 生 理 的 二 多 イガ其L㍗

ハ別 個 二) .氣 管 枝 開 園 結 核 像 ト認 どう レル.25/1V

35M。M.R。(± 艶5×6(薫,000×)、27/1V35一 十10×
夢

10(100× 艶

中 旬/XI35來 微 熱 、 腰 痛 ヲ訴 エ24/X皿35入 院 、 臨 脈

的診 断 ・・胸 椎 ギカ リエ ス」粂 腎結 核 、7/136㌧ 「」線 像

ハ前 回 ト金 〃 差一興 ヲ 見ナ イ.4/V36軽 快 ジナ イ儘i退

院、 療 養 ノ爲 ズ内地 締 還、 其 ・後 ・酒 息 ハ不 明.

本 例 《肺 外 結 核 症 ノ1例 デ ア ル.

第3例 一18歳(旺

20/1V35胸 部 「レ」線 像 、 所 見陰 性 、 即 チ 肺 門 陰 影 鼓

肺絞 理 共 二正 常 デ 且 ツ 肺 門 部 及 肺 野 二 全 ク 病 的 陰 竪

ヲ認 メナ イ。25/1V35M.M.R.〈 一)0ぐ1争000x)、

27/IV35(:一 ・)0`100× ノ、22/IV366十 艶15x15ぐ1,000

×tY/bV36頃 カ ラ胸 痛r下 旬/V皿36微 熱 ヲ登 スc22/

V皿36「 レ」線 豫、 南 側 肺 門 陰 影 増 強 、肺門 部 ノ諸 所 二

比 較 的 淡 イ石:灰沈 着1象 ヲ 見 ル・♂前 回 二 八認 メ ヌ)鱒右 鎖

骨 下 窩 二50銭 銀 貨 大 ノ闘 形 浸 潤 獲 現 、 陰 影 ノ 性 質 欝

リ早 期 浸 潤 ト思 考 サ レル.肺 門 部 二石 灰 化 竈 ヲ有 メ ル

鮎 ヨ リス ル モ初 期 浸潤 トハ認 メ ラ レナ イ.31/V皿36

入 院 、8/IX36退 院 内地 二轄 地 ス。 當 時 倫 ホ微 熱 が ア

ツ タ.此 ノ問 ノ血 沈 値 ・・33-32-22-40粍15/B7

再 ビ來 満 、微 熱 モ 去 り自費 症 ハ全 ηナ イ ト云 フ窃16/1

37ド レ」線 像 、:右鎖 骨 下 浸潤(Assm翻nノ ハ周 縁 舵セ炎症

消散:ジ.中 心 部 ハ軟 化 崩 壊 モ セ ズ 轟轟 モ好 都 合 轟 吸 取

サUテF◎kaleP犠nktl。Redekeru.Si盤oの サ へ磯 ジ

テ居 ナ イ.16/137M.M.R.(1十 ノ15×16(1,000×/、

本 人 ハ 其 ノ後 順 調 轟 勤 務 シ テ居 ル0

本 例 八入 學 後1年4ケ 月 ノ短 期 間 内 轟初 感 染 、外 來性

再 感染 ヲ受 ケタ モ ノ ト解 状 キ デ、初 期1受潤 或 ハ其 ノ

再 燃、 若 ジ 〃 ハ 初 感 績 獲 性 浸 潤 トハ 認 メ ラ セナ イ.

「ワ」反 懸 八 入 學 當 初 ハ 陰 性 デ ア ツタ が 其 ノ後 聞 モ ナ

グ陽縛 ンタ モ ノデ ア ラ ウ 徐 ノ発 見 シ4ノ ハ1ケ 年 後

デ アノvかつ燈

第4例 一19歳 漏.

1馳タIV35ギ レ」線 像、 病 的所 見 ハ ナ イ鍛25/1V35M.

M.R.(一)0・1,000×).27/1V351一)Oωox)、1

V皿35來 時 々微 熱 ヲ訴 フ.肺 門 淋 巴 腺 結 核 ナ ル臨 黙 約

診 断 ノ下 ∴馨療 ヲ受 グc19/瓢35及16畑36ノ 「レ」

線 像 殆 ド正 常、 微 熱 が爾 ホ 去 ラ ナ イ ノデ22畑36カ

ラ11/IV36迄 入 院 。 其 ノ後 微 熱 漸 次 浦 退 ス.Z2/IV

:～6M、M.R.ぐ 十)2ぐ)x20d,000× 》静心部 二9:::1畷9ノ

水 泡 形 成、 獲 病 以 来 ノ血 沈 儘 ハ21)一35-22-23粍 、

微 熱 全 η消 失 シ白魔 鉤 鼻輕 快 ヲ示 ンぶ12/v『36二 八

11粍 トナ ル。15/vm36㌧ 線 像i所 見 陰性c

本 棚 ハ㌧ 」線 像 所 見 陰 性 デ ア ・払が初 感 染 二 因メ が 長

期 間 ノ微 熱 」侍 島 民 ハ之 ヲ慢 性 輕 熱 レ樗 シテ 居 ル)デ

ア ツ4楼 三 思 ハ レ ・レ.而 シ テ眞 ノ ヂツ返 癒 陽 纏 持 ハ

V皿35頃 デ ア ラ ウ カ癖

第5例 一17歳{漏 ン

19バV35「 勧 線 像、 南側肺門部 二小 サ ィ石灰化竈 ヲ

有 〆右側 二 毛髪像 ヲ見ル ノ ミ.

19バV35

勿 ＼導

25/W35M.M.R.ぞ 十.14x14馬000x>

初 旬/V36來 微 熱 、 盗 汗 、全 身 異 和 等 ヲ訴 フ.26/V36

㌦ 弓 線 像 、肺 門陰 影 前 同 論比 シテ増 強 シ且 ツ左 側 ノ側

氣 管 淋 巴 腺 ノ腫 脹 ヲ認 メル。毛 髪 像 消 失?注 冒メ ベキ

ハ左 肺尖 部 轟50銭 銀 貨大 ノ淡 彩 、 均 等性 、 透 絵 不規

則、 限 界精1明 瞭 ノ潤 濁 ザ出 現 シテ 居 ル コ トデ アル.

同 日∴26/V36MM.R.(十 〉篇x15G,000× 》.

2{う!V36

珍

葡

/

φ

ノ §

初 旬ノV136來 最高39℃ 二i達ス ル弛 張 熱 、 咳 漱 、 喀

痕 、 呼 吸 均 迫 撃 ヲ訴 へ、館 林 的 ∴肺 浸 潤 、 左 側 灘 性 肋

膜 炎 ノ理 學 的 症 状 ガ ア リ8/VI36べ 院 ス.9/VI36

「レ」線 像 、爾 働 肺野 殆 ン ド全 葉 二五1廣 汎 性 ∴滲 出性

浸 潤 ヲ來 シR大 葉 性 乾 酪 性 肺 炎 稼 ぐ無 気肺 傑 モ参 興 シ

テ居 ル様 デ ア ノリ ヲ示 シ左 肺尖 部 二 八 多 房性 蜂 窩 駿 ノ

空洞 が見 ラ レル.左 下 野 三 八比 較 的 少 量 ・滲 出液 瀦 溜

モ認 メラ レ左 側 横 隔 膜 運 動 八極 メテ不 活 溌 デ 》博.

10/VI36喀 疾:中 二 結核 菌rタ誇 明 シ 探G.M.4!c一
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9VI36

→

/

←

←

般 症 状 漸 次 重 篤 トナ ツ タ が21/1×36推 シ テ退 院 、 内

:地二蹄 還・ジ24/×36途 一・死亡 シ牧.コ ノ間 ノ血 沈 値 、

54-61-65粍 。

本 初 ハ左 肺 尖 轟 突 如 出 現 ンタ早 期 浸 潤(26〆V36登 見 済

ガ、 僅 力15日 後9'VI36「 レ」線 像)二 ・・浸 潤 性 二周

園 雲 向 ツテKQ轟taktwaぐhstumヲ 行 フ ト共 ニ… 方 軟 化

崩 壊 シテ 空 洞 ヲ形 成 ジ、氣 管 枝 牲 轟南 側 肺 野 二脹 汎 性

二滲 出性 乾 酪 性墜 死 ヲ惹 起 ジ、.左側 二 八随 伴 性 肋 膜 炎

ヲ モ併 獲 ジタ急 性 悪性 重 症 結 核 ノ1例 デ ア ツ テ 、第 一一・

次 結 核 カ ラ 進 展 シタ モ ノデ ハ ナ ィ が 贋 義 二 解 澤 ス ル

ト奔 馬 性 肺癌 ㍗モ 云 ヒ 得 ラ レル 様 デ 浸 潤 性 早 期 型 登

見 後 滴5ケ 月 デ死 ノ轄 錦 ヲ トソ テ居 ルO爾 ホ興 味 が ア

ル ノハ早 期浸 潤 ヲ蜜 見 ジタ際 同 時 二 肺 門 陰 影 ノ増 大 、

左 側 側 氣 管 淋 巴腺 ノ腫 脹 ヲ作 ツテ居 ル コ トデ 、此 ノ黙

第 一 次 結 核 ニ ノ ミ淋 巴 腺 ノ反 懸 ガ アル ト云 フRedeker,

Hぞimbeck等 ノ設 トハ相 反 ジ第 二 次結 核 ニ モ淋 巴腺 ノ

腫 脹 ガアル ト唱 ヘ ルUlrici,Kudlich,AnderseIckert,

寺 島 等 ノ説 トー 致 スル.

第6例 一17歳 「漏、,

21/IV35「h線 像、 両側肺 門陰影増 強、右側肺門部

二数個 ノ石茨化竈 ヲ認 メル。25/IV35M.M.R.(± 灘

6×7'19000x)527/IV35(十)8x8(100×)、 ∠ヒ{り/皿36

來微熱 、右 側背部痛 ヲ訴 へ其 ノ後…時緩解 シタが下 旬

ノVI36來 再 度同様 ノ訴へ がアンタc肺 門腺結核象右側

乾性 → 温性肋膜 炎ナ〃 診断 ノ下 謙20/靱36入 院。

11/V∬36ザ レ」線像t肺 門部所 見 八前 同二同 ジ.右 ・肺

下野索状 陰影 三富 ム!實性充血像 乞.右 側横隔膜運動

稽r阻 害サル.22/V皿36㌦ 〆」線 像、 前回 ト大差 ハナ

イ垢 離 黄隔 膜窓際 輝 鍍 ノ波胱 ヲ呈 シテ居 ・レ臓 隔

膜肋骨 角 ノ部 ニモ僅 少 ノ滲 出液潴溜 ノ像 サへ 示 シテ

居 ナ イ.質 ノ問 ノ血沈 櫨、39-27-26粍 、6/XI36退

院後熱獲 去 ラズ ジテ21/X皿36再 ビ 入院 メ.24/H37

『レ」線豫
、肺門部所見前 回 ト同様、右 側下部 二天幕 状

ノ肋膜脱脂 ヲ礎 シテ居 ル0右 側横隔膜運動 ハ遅鈍0両

側肺 野諸所 二 氣管枝 周園結 核或 ハ細葉性増殖性 乃至

細葉 性結 節性浸潤線 ヲ認 メル..VI37現 在迄輕快スル

轟至 ラズ入院 中デア ル、 コ ノ間 ノ血沈値 ハ69-82-

93粍 デアル.

餐例 ハ第一次結 核治癒 → ザア レル ギー」性肋膜 炎→癒

著性 肋膜 炎 一 血行 性第 二期結核形成 ト進展 シタモ ノ

デア ル㌘,

第7例 一17歳 、漏

18/1V35rレ 線 像 、 両 側 肺 門 陰 影 稽 ζ増 大 、 右 側 下

部 二 く型 ノ軽 度、 肋 膜 腓 豚 ヲ認 メ、該 側 ノ横 隔 膜蓮 動

・・稽1阻 害 セ ラ レ ・む0肺 野 八 雲饗 牝 ハ無 イ癖25!IV35

M.M.R.㍍ ±)6×7鵡1,000× ＼27/1V35r十>9x9

、100× 』初 旬/VI36來 熱 暑 、滲 出性 肋 膜 炎 ナ ル診 断 ノ

下 二17/VI36入 院.221VI36「 レ」線 像 、 右 側 上 野以

下 轟瓦 ツテ肋 膜 肥 厚 二 因 ル淡 イ 等質 性 ノ 陰 影 が 見 プ

レ・し.而 ヅテ該 陰 影 中 ヲ縦 横 或 ハ斜 位 二撒 條 ノ線 状醗

脳 が交 錯 ス ・レ.其 ノ中 二 八肥 厚 ジぶ毛 髪像 ヲモ 交 ヘ テ

居 ル.滲 出液 ハ 横 隔 膜 肋 骨 角 ノ部 二 歩量 見 ラ レル ノ
ま

ミa該 側 横 隔 膜 運 動 ハ甚 ダ シ ク遅 鈍c29バ 虹36軽 快

退 院C4/1×36「 レ」線 像 、 肺 門 陰 影 初 回 二 同 ジ.毛 髪

像 ハ細 小 直 走 シ殆 ド生 理 的 ノ夫 レニ復 シテ居 ル.右 側

ノ肋 膜 肥 厚 像 ハ全 ク去 り、初 回 及 第2回 目撮 影 ノ際 ノ

複 雑 多 岐 ナ肋 膜 脱 脂 像 モ 全 ク消 失 シ、唯 横 隔 膜 窪窪 部

不 奉 トナ リ軽 微 ノ癒 著 像 ヲ示 シ 該 部 ノ 運 動 稽 ζ鈍 イ

ノ ミc肺 野 ニ ノ・墾 化 ガ ナ イ.其 ノ間 ノ血 沈 値 ハ20-

11-8-4粍 デ ア,y。 其 ノ後 水 入 ハ元 気 二勤 務 ヲ績 ケ

テ 居 ル。

右 側 八百r、 肋 膜 炎 が 極 メテ 好 都 合,_.治 癒:ジ タ

例 デ ア ル春

第8例 一16飯 田

26/×35「 ン」線 像 、 肺 門 陰 影 ノ増 強 ハ著 明 デ ナa君

側 二毛 髪 像 見 ユ。右 第 一 肋 間 鎖 骨 下Mohle臨ei雛 もc歴

Grubeノ 少 シ 内 側 二 幅 針 頭 大 略 く圓 形 ノ比 較 的 硬 イ

石 炭 化 竈 ガ2個 併 列 シテ居 ル(輪 廓 及 濃 度 ヲ蹄 比 的 二

思 考 シテ炭 化 竈 ト判 断 シタ.血 管 ノ長 軸 正 射 影 デ ハナ

ク、無 論 無智 枝 ノ夫 レ ヲモ伴 ツ テ居 ナ イ。 叉 血 管 ノ交

叉 部 二生 ズノ彫 像 デ モ無 イ)。 之 レ 八 次 化 翠憾 染 病 竈

ト認 メ ラUル 。28/×35M.M.R.・ 一)0ぐ1与000×)、

30/X35ぐ 一一)0・100×)、10/IV36頃 遷慶病 、 灘 性 無力膜

炎 ナ ル 診 定 ノ下 二21/1V36入 院022/1V36MM

H.畷 十)12×221,000×)、 獲 赤 、 硬 結 蛇 遜 痛 高 度 ・

24/1V36肋 膜 滲 出液 約1,300耗 排 除 後 ノ『レ」線 像 、右

側 下 部 二比 較 的 少 量 ノ滲 出液 残留 ガ ア ル。右 下部 カラ



第12號 】 玉 井 ∴ 看護 雑…ト 饗 ㍗ レ ツベ 屡 ク 等)心 皮 内 反 絶,ト胸 部 ㌧ ・ 塾ゲ ン、像 ㍗ ・朝開 的 研 究 831

右 肺尖 二蓮スル外資状 ノ氣胸 形成 が見 ラ 肇/ル、之 レハ

滲 出液排 除後人工的二逡入 ヅタモ ノデア〃,右 側肺門

部 ノ少 シ外下方 カラ 横隔膜 二達 スん肋 膜腓 脂像 が見

プ レ〃a該 側 ノ横隔 膜運動 ハ 甚 ダヅク 阻害サLテ 居

ルc24/VI36軽 快退院.退 院後 モ血沈値 ハ6(ト68-

70粍 ト不 良 デアル。

10/IX36㌦ ・」線像、右側癒著性肋膜 炎稼 ぐ横隔 膜窪窪

部癒 普及右腕 中野外縁 三殿 ジ横隔膜外方約V4ノ 部 轟

縦走スル索状腓脳 ヲ認 メル)ヲ 呈 スル.該 側 ノ横隔 膜

運動 ハ1稽く遅鈍c・

注 目メ ベキハ 左肺尖 全野 ヲ 占 メ左側肺門部 ユ連絡 ス

ル襖 状 ノ混 合型(多 少 ノ周 縁性浸 潤 ヲ絆 フ ザ〃ローバ」

形 ヲ呈メル 細葉性結節性浸潤 ヲ 主 トン部分的 二八小

葉 性滲出性型 ヲモ具 フ)浸 潤線 が出現 シテ居 ル 雛 トデ

アルc患 者 ハ白魔症 《少 ナカ ツ4ガ 療養 ノ自酌 デ30/X

36退 所 ジタc其 ノ後 自宅療養宜敷 キ ヲ得 ナ カツタ爲

メカ將 叉病勢 ノミ基 因訊ル ノカ約半歳 後肺病 症状増

悪 シ且 ツ腹膜 炎 ヲ併登 ヅ7/VI37途 二死亡 ン潔 ト云

フが詳細 ハ不 明デアル、推 測ス 虐二激甚 ナS嶺ub(間

欺 推進瀞形成 ガァソタモ ノト思 ハ レ蜜c聞 〃二鵬膜炎

ハ惹:起ンナ カソタ様 デアルC

本 例 ハ初感染結核 → 治癒 、陽性 「アネル ギー』?・→肋

膜 炎 σ ア レル ギー」螢現)→ 治癒 →肺尖 結卒喫→慢性第

三期肺癌兼腹膜炎 ト進展 シタモ ノデ 或 ハ其 ノ問初感

染 治癒 後再感染 ノ事實 ヲ認 メネバナルマ イ鵜

第9例 一18歳 《日

22/X35㌦/」 線像、爾測肺門陰 影納 け曾強、:左側肺 門

部 二鍛咽 ノ比較的濃 イ淋 巴腺炭化竈 が見 ラ レル.28/X

35M.M.R.ぐ 十)20×221,000× 、紅燈大 且ソ著明.

21/XH35M、M.R.《 十、21x241,000x労 組羅極 メテ

大、20佃37頃 カラ微熱 ガアソ4.23/皿37ギ レ誌線像、

肺門部所 見前回二同 ジ.右側毛髪 線出現、右 鎖骨下窩

外方 二栂 指頭 ヨ リ稽 く大 ナル 略1固 形、 邊 線稽1不

正、境界略 く鋭 利、非等質性 デ濃淡 ノ差 ノアル陰影 が

出現 シテ居 ルc其 ノ他 左右 ノ肺野 ハ清純 デアルe惟 フ

ニ鎖:骨下浸潤 ノ稚 く陳 蕉退行 期 メモ ノト解 毛ラ レル.

中心部軟化 メル 讐 トナク、焦鮎周園性浸潤 モ消 退 シ細

葉性増殖性 乃至結節性 ト攣 り第三 期結核 二 移行 シ4

モ ノデア ラウe無 論 娘浸潤 其 ノ他 ノ榑 移竈 モナイ鵬

24畑37血 沈硫5粍i1/IV37入 院 ヌ.23/1V37「 レ」

線 像.鎖 骨下浸潤 ハ周園 ∴向 ツテ浸潤性 二 九併 セテ淋

巴性 轟?)硝 ζ振大 ジぶ か部分的 ニ ハ繊維性硬鱗性 ト

雅 歌 ノ好 縛 シ依 部 モ ア ル翻 肺 門 部 二連 ス ル 索 状 ノ連

絡 が生 ジぶr娘 浸 潤 其 諸他 ノ 纏 移 竈 ハ 依 然 見 ラ レナ

で.其 ノ後 間 モ ナ 〃退 所 ヅ テ内 地 二鯖 還 ジタ.其 ノ際

ザレ」線 反復 検 査ゾ 要 アル 饗 駆ヲ懲 悪 シテ躍 イぶ.蹄 還

後 漸 次 快 方 論 向 敵1　 孔 線 所 見 モ 漸 次 良 好 トナ ツタ 塾

云 フが詳 細 ハ不 明 デ アル.

本 例 ハ 浸 潤 性 早期 型 カ ラ 第 嘆 期 結 核 轟 移 行 シタ が

管 内 播 種 ヲ 見 ナ イ比 較 的 良性 ノ場 台 デ ァ ラ ウ.通 常 ノ

血 行 性 二來 ル 第 三 期肺 尖 結 核 が 偶 く鎖 骨 下 三 楽 タ モ

ノデ アル トモ 解 ジ 得 ナ 仲 塾ハ ナ イガ 早 期浸 潤 ト考

ヘ ル方 が委 當 デ ア ラ ウ.部 位 が早 期 浸 潤 ノ好 獲部 位 デ

ア 〃 以 外 二、肺 野 ノ他 ノ部 分 二血 行 性 ノ肺 蚊 氣 管 枝 ノ

墾 化 像 が全 〃 馳ラ レズ ジテ 清 純 デ ア 〃 讐}モ 其 ノ根

櫨 トナ ラ ウc

第10例 一17歳 漏.

26/X35ヂ レ」線 像 、両 側 肺 門 陰 影 穂1増 強 ジ テ居 ル ノ

驚e次 化 竈 ヲ認 メナ ィ鞭

28/×35M.M.R.一 一(1レ1,{ll}{1× 、30/X35く 一う0

100× ♪、22/1V36M.M.R.ご)OG,000×:、25/1V

36一 《)ユ0(1× .1、 初 旬/V36來 微 熱 ヲ訴 へ右 肺尖 論

理 學 的 二 加 答 児 症 状 ヲ認 メ右 肺 尖 加 答 児 ナ ル 臨躰 診

断 ノF二 謄 療 ヲ受 ク.血 沈 櫨 、11/8粍.£/VI36㌦ ・」

線 像、 前 回 ト全 〃 同様 ノ所 見 ヲ呈 シ テ居 〃 ノ ミ.其 ノ

後漸 次 微 熱 鼓 二加 答 児症 状消 失 。12/X36M.M.R.

一.0紙1,000× ジ、14/×36(ニ ー)o(1100× う、29/V37

ゼ1十¥20×261,000X》 、 初 メ テ 陽轄 ン タ。

本 例 ハ 初 感 染 症 状?ト シテ ノ肺 尖 加 答 児 ヲ 見 テ 居 ル

ニ モ拘 ラ ズ 長 期 間不 全fア レル ギ ー講ノ状 態 ヲ 呈 シ テ

居 ツ タ者 が 後 日偶 々重 感染 ノ影 響 デ モ ア ツテ 陽轄 ジ

タ モ ノカ或 ハ.叉陽韓 シタ 際(厳 密 ナ 陽轄 期 ハ29/V37

以 前7ケ 月 以 内艶ヲ 初感染 ト考 ヘ ル ト肺 尖 加 答 児 ト思

ハ レタ ノハ 初 感 染 症 状 デ サ ヘ ナ クテ 翠 ナ ル 非 結 核 性

ノ氣 管 枝 炎症1状 ニ ヌ ギナ カ ソ4モ ノデ ア ラ ウ.

第11例 一19歳 ぐ日済

28/×35「 レ」線 像r肺 門 部 陰 影 尋 常 、生 理 的 毛 髪 像 ヲ

見 ル ノ ミ.28/×35MMR.一.・0」LOOOx＼30/X

35暇 ±)6x5《100xY、22/1V36(:一 鋳0曳1,000× ＼.

25/IV36受 一 語0曳100× 、、12/X36・ 十 》16×16a,000

x、、 大 水泡 形 成、 紅:醗 た、20/XI36頃 凝 病 、 右 側 漁

性 肋 膜 炎 ナ ル臨 駄 的 診 断 ノ下 二30/XI36入 院.241X∬

36ギ レ」線 像 、Ple面tiscost31isD◎r$alf◎rmd蝋 職

ノ像 ヲ呈 ス。其 ノ後 約3ケ 月 入 院 夏 島内 地 二樽 地 シ恢



832 1ミ序=看 護 婦 二野 脚 い ツベ ル タ リ乾 皮 内 反 慮 ト胸 部 ギレ ン ド ゲ ノ捜像 ト ノ相 聞 的 研 究 【第19拳

復 メ.血 沈 櫨 ハ57-19・ 一28・一15-6粍.

本 例 ハ初 感 染 二引 続 キ 早 期 二 肋 膜 炎 ヲ 惹 起 シタ例 デ

ア ル、30/X35/rツ 」反 磨 が疑 陽 性 ヲ呈 ジテ居 ・は ト

ニ就 テ パ 既 二考 察 ヲ加 ヘ タ通 リデ ア ル。

第12例18歳 丸日済

28×35㌦ つ線 像、 左 側 ノ気 管 枝 柿 淋 巴腺 、 気 管i気

管 枝 淋 巴腺 及 ビ 側 気 管 淋 巴 腺 ヲ 珠 数 状 二 連 結 スル著

明 ノ硬 イ石 炭 化 竈 群 ヲ認 ノル.両 腕 下 野 殊 二右 側 へ索

状 陰 影 三 富 ム、氣 帯桟 周 園 結 核?。28/×35M.M.R.

ぐ=手.4×4{1,000x＼ 、30/X35十11×10ユ00xう 、

XI35來 微熱 ヲ訴 へ馨 治 ヲ受 ワ.館 林 診 断 ハ 肺 尖 加 答

見.25/XI35『 嘔レ」線 像 、 前 回 ト全 ク同 ジ.肺 尖 野 二

八 未ダ病 的 縫 化 像 ノ 出現 ヲ 見 ナ イ。 左 右等 ヅ 〃透 亮t

正 常 ノ肺 尖 絞 理 ヲ認tル ノ ミ.胸 鎮 乳 頭 筋 、「三角 筋 等

二 因 ル潤 濁 スラ詮 ジ ナ イ.透 視 ニ テKreuzfuch嘗 氏 現

象 、Wilh&m氏 症 状 共 論陰 性.微 熱 爾 ホ去 ラナ イ爲 メ

IV36退 所 シ内 地 二 蹄 還 、 其 ・後 ノ消 息 ・・不 明 デ ア

ノシ⇔

本 例 ハ 局所 肺尖 部 二 よ ダ 病 的 ヂレ」線 像 づ 呈 シナ イ初

期 ノ肺 尖 結 核(肺 尖 加 答 児}ノ1例 デ アル。

第13例 一16歳Gl影

28/X35》 」線 像 、殆 ド正 常 .28/×35M.M.R.一

〇119000×130/X35ieO概100× ＼22/IV36M

M.R.ぐ 十 タ24×24/1㌻000×.、 皮 下 盗 血 、13x13ノ 大

水 泡 形 成 、 組継 モ 亦 大 、 上 旬/1V37費 病 、22/IV37

入 院t臨 林 的 診 断 ハ 肺 浸 潤 、 弛 張 性 溝 耗性 熱 発持 纈

メ。6/V37レ 」線 豫、 肺 門 陰 影 精1籏 ノく、 南 側 肺 野

… 般 二 肺絞 理 増 強 、其 ノ索 状 陰 影 ∴港 フ テ諸 所 二勲 状

陰 影 ノ連 絡 ガ ァ ル.父 尉 枝 状 陰 影 ヲ形 成 ジテ居 ル部 分

モ 見 プ レ夏 雲雨 脚 ド野 ノ諸 所 二 《 雲 窮 状 ノ 陰 影 モ認

メ ラ ぴ ・払蔀帥 チ 紙管 枝 周 園 結 核 若 ジ 〃 ハ細 葉 性 増 殖 性

乃 至 細 葉性 結 節 性 及 ビ 小 撫 牛滲 出性 ・潤 像 ヲ 呈 シテ

居 ルe血 流lll{・・138-435粍i血 液 沃 度酸 旗0.16、 其

ノ後 退 院 、退 學 ジ内地 二軸 地 療 養 ジ詳 細 ハ 不明C

本 例 ハ 初感 染 後 比 較 的 早期 二 第 ・三期結 核1晩 期 型,ヲ

惹 起 シ淑 例 デ 第 二期 二 於 ケ ・レ散 在性 血 行性 撒 布 結 核

カラ獲 ン気管 枝!生 結 核 が 合併 シ テ成 立 力レSchUrm舶 轟

ノD慧rchs轍 嶺 囎9一 ・Abs貯 鵬h凱 鷹 ト云 ハ レ'レ例 》 ア

・シ様 デ ア ル.

第14例18歳 ・蒲 生 ノ

28/×35「 唇 線 像 、 南 側肺 門 陰 影稚 く墳 強 、肺 門 部

ユ小 ナ タレ石 灰 化 竈群 ヲ認 ノル、 叉 右 側 毛 髪 像 見 ユ。左

側横隔膜窪窪 二接 スノし肺野暗 〃 肋膜 肥厚蛇癒着 ガア

ルモ ノ ノ様 デ該側 ノ横隔膜運動 モ稽1鈍{難 右肺尖、

行鎖骨下窩外方、 左肺尖、左鎖骨下窩外方及 左第は肋

間外方 者 々限局 ジ撰索状陰 影蚊勲状陰影 ヲ認 メル.

血行性 早期型 ノ遺残 像}思 バ レル.28/X35M.MR.

ぐ十擁21×184,000∵ 皮下溢血、紅'}}Pく且著 明r

28忍35
↓

→ 愚

↓
!

彦ぞ一

↑

1

上1】」1皿36襲 微 熱 ヲ訴 つ.11/V36入 院e臨 抹 的 診 断

ハ雨 側 肺 ・尖浸潤 。15/V36㌦ ご線 像、 肺 門 部 、 左 側 横

隔 膜 、毛 髪 像 ノ所 見 へ前 回 二分 グ同 ジデ ア ル.『血 行 性

早・期 型 ノ遺 幾 像 ト解 サ レ タ 浸 潤 像 ハ 略 く全 グ消 失 ジ

テ居 ル が.其 レユ代 ツテ左 右 ノ肺尖 部 カ ラ鎖 骨 下 窩 二

五 ツ テ概 盆・柔 軟 ナ、 右側 ハ直 径 約3糎 、 左 側 ハ約3.5

糎 ノ固 形浸 潤 が 出現 シテ居 ・レ.肺 門 陰 影 ト索 状 ノ連 絡

バ無4.此 ・固 形 量豊潤 ハ 仔細 二 見ル ト小 雲 騎 ノ集 合 デ

ア ツ テ 同 質性 デハ ナ イ。 境 界 ハ略 ζ鮮 鋭 、邊 縁 八積 く

不 正 、周核 炎 症 ヨ リモ小 葉 性 滲 出性 浸 潤 ヲ生.ト シテ 居

ル モ ・ノ様 デ比 較 的 陰 影 ハ濃 厚 デ アル.進 行 鰯 雲 ァ 〃

1訊期 浸 潤 陳 ト思 考 サ レル .娘 子性 播 種 乃 至 管 腔 性 轄 移

繕 八難 イn16/V36M.M.R.罵 十 降20x201,004x

皮:下溢 血 、 紅ll}二大 且 著 明 、13/V皿36喀 疲 中..初 メテ

結 核 菌 ヲ詮 明 額G.Nr.21其 ノ後 病 勢 漸 次 増 悪 ス.

15/v36

↓ ↓

→

/凶 、

膨場

の
↑
静
心

　

ミ

　

ヨ
ヨ

0
曳

↑

18加37「 レ」線 像、右肺尖部 ノ浸潤線 八積}縮 小 ジ増

殖 型乃至繊 維性 トナ ツタが 左肺尖部 ノ夫 レハ 恐 うグ

或 ハ浸潤性 二、 或 ハ 乾酪軟化崩壊 ンテ 管腔 感染 ヲ轡

ミ、或 ハ淋巴管性 蘇播種、融合等複雑 多岐 ノ進展 ヲ途

ゲ4モ ノノ襟 デ、左 腕全野 ヲ占メ ・し廣汎性 ノ滲出性浸

潤 ト化 ヅ去 ツテ屠ル雛 加之、無 氣肺像 モ餐 與 ンテ居 ノレ

奪
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様 デ左 肺 ノ全 陰 影 ハ 比 較 的複 雑 ナ 構 造 ヲ 示 ンテ居 ナ

イc爾 諸 所.:八 人 小 不 同 ノ測 形 乃 至 不 正 形 ノ透 亮部 ヲ

散 見ス ル 。 壁 ノ完 成 ハ ナ ク!コ レハ滲 出1生癒 愛 野 構登

左 デ モ アノ勧 、 急 性 多 凝 性 空 洞 デ ア 種 ト思 バ レルa左

側 横 隔 膜 窓 篠 ハ 渡状 ヲ呈 ジ テ層 ル.

18〆田37

↓

纏

繭

↓

↑

←

←

登 病 以 来 ノ血 沈 櫨 ハ 、27-34一 一66-51-59一 一58一一79-

79-69粍 デ 〆ノレ灘 綜 合的 二 見 テ豫 後 ハ絶 射 的 二 不良

デ ア ル藤

本 例 ハ肺 尖 部 二 於 〃 ル 血 行 性 早 期 型 ノ 蕊が 再 ビ増 悪

ジテ1、ソ ノ爲 メニ 八重 感 染 轟因 ルWillis氏 ノ鞭 錘 作

用Aufpdtscha}ヲ 考 ヘ テ モ 陽f浸 潤 性再 燃 ヲ來 シ

タ所 謂 再 燃 浸 潤 晩 期浸 潤)カ ラ慢 性 肺虜 ヲ意 趣 即 し

二至 ツ タ トモ 考 ヘ ラ レ ～しが、再 燃 浸 潤 ニ ンテ ハ其 ノ輪

廓 ノ形 が 奇麗 ナ 固 形 デ ア リ過 ギ ル シ、叉 爾 他 ノ撒 布 結

核竈 が 完全 二近 ク 吸 牧 乃 至 繊 維 化 シテ 治癒 シ テ居 ル

鮎 カラ推 シテ 肺 尖 部 ノ撒 布竈 モ 同 様 出… 時 治 懸 歌

夏 雲外 来 性 再 感 染 ヲ 受 ケ テ 南 側 肺 尖 部 二 新4二 早期

浸 潤 ノ猿 環 ヲ見 、右 肺 尖 部 ノ夫 レハ治 癒 機縛 ヲ ト リ ツ

ツアル モ左 側 肺 尖 部 ノ夫 レ ハ 悪 化 ノ ー 途 ヲ辿 り慢 性

肺 癌 二進 獲展 シテ、Ra醜e'$S"h毎 漁IV部 チNeumann

氏 ノPhthisis飾rGCお ¢◎$aノ 胱 ヲ呈 ス ・し二至 ッ携 モ

ノデ ア ル ト解 スル ノが妥 當 デr'ラ ウ.

第15例19歳 唱.

26/×35Cレ 」線 像 、 左側 肺 門 陰 影 稽 け曾・搬?5右 側 看

髪像 ヲ 見ル.28!×35M.M.R.:w.iO"1,000× 、

30/×35-0100>:・ 、Xπ35頃 カ ラ微熱 ヲ訴 フ.

26/∬36》 話線 像、 前 回 ト等 シf、22/1V36M.M.

R.ぐ 十 艶16×16、 微 熱 が 爾 ホ止 マ ナ イ轟 肺尖 加 答 児 ナ

ル臨 抹 的 診 断 ノ下 ユ1£/V36入 院 ス.28!V∬36Fり

線 像、 前 回 ト金 グ同 様 、肺 尖 部 二 八病 的 攣 化 像 ヲ認 メ

ナ イ窃 獲病 以来 、 血 沈 縦、(誘 《1レ58-96-78一 嚇0

粍 、10/vm36退 所 シテ 内 地 二締 選 ス.其 ノ後 漸 次 輕

・i央ジタ ト聞 〃
経

本 例 ノ眞 バ ツ」反 雁 陽 縛 期 ハ 跡35頃 ぐ從 ツテ 朗感 染

期 ハ其 ノ1一 一2ケq前 ・ヂ 肺 尖 加 答 児 症 状 ハ初 感 染 症

状 デ ア ツ塚楼 轟思 バ レル.而 ジデ ヅ」反 癒 陽轄 時 前後

ノ「レ」線 像 二差 異 ガ ナ ク、初 感 染 症 状 トジテ血 液 沈 降

反 癒 ノ促 進 モ ア ソ タ例 デ アル撒

第16例17歳 漏1

28!X35「 レ」線 像 、南 関 肺 門 陰 影 殊 二左 側 積 ζ著 明 二

瀬 大 、両 側 ノ諸所 二淋 巴腺 ノ白酸 化 が見 ラ レル6南 側

肺 野 … 般 二 肺 絞 理 増 強 ジ 索 歌 陰 影 ヲ 形 成 シ テ居 ルc

28/×35M,瓢.R.・ 十 ㌧6×61,000× 〉、30/X36十1

10×8!10⑪ ×＼、5WI37頃 カ ラ費 熱i右 肺 尖浸 潤 ナ ル

臨 肱 的 診 臨 ノ下 二5ノ 皿37入 院v26/137ギ レ!線 像 、

右 肺尖 二限 局 ンテ 緻 密 ナ 索 状 蛇 黒胡犬ノ 陰 影 ヲ認.り γ.

「ク ロー ノも 状 若 シ 〃 ハ樹 枝 状 ヲ呈 シ タ部 モ ア ル
.濃 淡

錯 綜 シ全 髄 トジテ ハ 襖 状 ヲ ナ ジ 肺 門部 二 連 絡 シテ居

・レ.細 葉 性 増 殖 性 乃 至 細 葉 性 結 節 性 浸 潤 デ ア ッテ 多少

ノ副 行 性 炎症 ヲモ 俘 ツテ 居 ・し様 デ ア〃.爾 他 ノ憂 化 ハ

前 回 二 同 ジ.13/V37「 レ一線 像、 右 肺 尖 浸 潤 ハ前 回 二

比 ンテ稽i著 明 二 繊 維 性 硬攣 性 ヲ 帯 ビ テ 來 灘 が未 ダ

萎 縮 ハ著 明 デハ ナ ク、肺 門 部 乃 至 魚骨 モ 無 論 患部 轟 向

ツテ牽 引 サ レテ ハ居 ナ イ勢腐 蝕 ノ塑 化像ノ・前 回 ト同 様

デ ア ル.此 ノ問 ノ血 沈 硫 ハ38-28-29粍.

仁例 ハ 」血行 性 玉 葱 超 サ レ4肺 尖 結 核 デ ア ル 濃 摯ハ疑:

ヲ容 レナ イ が 其 ノ成 因 ∴ 慌 テ 少 シ詳 細 二 考 察 ス ル ト

肺 尖 部 ・塩於 ケル 再 燃 浸 潤 が 臓 器瘍 療 ノ 時 期 二進 移 行

ンタ モ ノ ヵモ知 レナ イ.現 在 観 ル所 デ ハ豫 後 ハ比較 的

町長 ノ様 ヂ アル が 若 ジモ 悪 化 ス レバapikQ♂od.kr農 ・

nio∴k鱒daL轟 擁 一ノくシテ 定 型的 ノ 慢 性 肺 癌 ヲ形 成 ス

ル コ トモ アt)得 ル 繹 ケ デ アル 鎌

第17例17歳 ㌧.日㌧

29/V37M。M.R.ぐ 十)1t×18(1,000×)、 硬 結 高 度 、

4!VI37・h線 像 、 肺 門 陰 影 八機 大 ンテ居 ナ イ が肺 門

腺 二比 較 的淡 彩 ノ召 次憂 性 ヲ認 どルc左 側 鎖 骨 下 第 一

肋 間 ・稽r肺 門部 寄 η二季黄位 擶 固 形 、 長 握3。5糎 、短

裡2.5糎 ノ淡 彩 、 等 質 性 ノ限 局性 浸 潤 憲 が 認 メ ラ レ

㌔ 其 ノ輪 廓 ハ稽 漁 戯 、縁 邊 ・・少 シ ク不 正 中心 部

二 吸 取 箸 シ4ハ 軟 化 崩壊 後 ノ 脱:落 二 由 ル競 売 ハ共 二

見 ラ レナ 焦 病 竃 周 園 炎 ヲ俘 ツぶ 新 鮮 ナ 早期浸 潤 ト思

考 サ レル.微 熱 ヲ訴 へ 目 下 入院 セ シ メテ経 過 凝 察 中デ

ア ノレ盤

第18例18歳(勘

29/V37MM.R.ぐ 十)15ア15乱1,000×)、 皮 下盗 血 、

小水 泡 群 形 成、 籍137ザ レ3線 籐 、 南 郷櫛 門 陰 影纈

大 、 左 側 ハ 半 期 犬二 突 出 ジ 明 カニ 腫 瘍 型 淋 巴腺 結 核
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デ ア ル ト認 メ ラ レル.但 シ周 核 炎 症 ヲ現 在 伸 ソ テ ハ居

ナ イ雛 側 氣管 淋 巴 腺 ノ腫 脹 ハ ナ イ齢 有第 號 肋 間 側 方 、

右 肺 上葉 ノ下部 ト中葉 ノ上 界 餓 二 胸 廓 トニ 境 セ ラ レ

タ尖 端 ヲ肺 門部 轟 向 ケ タ扇 形 ノ比 較 的 淡 彩 、同 質性 ノ

陰 影 が ア ル継 毛 髪 像 ハ稽 ζ肥 厚 シテ居 ル 藤

反 封 側 ノ肺 門 腺 腫 脹 ガ著 明 デ ア ル ニ拘 ラ ズ,同 側 ノ肺

門 部 ニ ハBipolaritatノ 徴 ハ 全 ク無 ク此 ノ扇 形 陰 影 ヲ

側 方 三 角 陰 影 ぐ初 期 浸 潤 像)ト 考 へ,Lコ ト ハ出來 ナ イ.

陰 影 ノ性 状 モ ソ レ トハ異 ナ ツテ 居 ル.叉 肺 門 部 ヵ ラ遠

ク 離 間 シテ 居 ル 製伊 リメ ル モ 葉 間 肋 膜 炎 トハ 解 シ得

ナ イ、,早期 浸 潤 ノー 種 申野 浸 潤 葉縁 ミ登潤 又 ハPeris-

ci§suritideト モ 云 フ)デ ア ・レト思 ハwv,,

昭和12年6月 現在 以後 ノ輕過 ヲ参 考 ノ爲 メニ附加 ス

ル ト、VH37雨 側肋 膜 炎(D◎rsalf◎rm)象 腹膜炎 ヲ惹

起 シ入院、次 イデ肺燐 症状 ヲ饗yXI37死 亡 ス。

本例 ハ 左側肺門淋 巴腺 結核腫瘍型 ガ 比較 的新鮮 ナ黙

ヨ リ推 シテ、初感染後早期 二再感染 ヲ受 ケテ登境 シタ

甲期濃潤 デ、引績 キ多登性漿液膜 炎 ヲ併獲 シー方 阜期

寝 潤 ハ悪化 シ重症 肺務 二 登展 シ途 二 最悪 ノ轄鯖 ヲト

ッタモ ノデアル..人 ニ ヨツテ ハ之 ヲ初感 績登性浸潤

ト看 傲 ス カモ知 レナ イ.倫 、淋 巴腺腫脹 ハ早期浸潤竈

トハ反i封側 デアル カラ夫V二 封 スル 反慮 トハ思ハv

ナ イ癬

第二節 日満居傳者別罹患率 ノ比較

日本 居 往者92名 、 罹 患者10名 、罹 患傘11%弱

満 州 居 注者53名 、 罹 患者8名 、罹.患傘15つ 」弱 、

郎 チ満 囲 居 住 背 ノ罹 患李 ガ鞘 気高 傘 ノ様 デ アル

ガ例 症 ガ少 ナ イ爲 メ確 言 ㍗ ・コ トハ 出來 ナ イ。

各 疾 患 別 二 考 ヘ ル時 ハ 、 日本 居 注 苦 二肺疾 患 ガ

多 イ トカ、 満 洲 居 往 者 二肋 膜 炎 ガ多 イ トカ云 フ

様 ナ コ トハ ナ ク全 ク差 異 ヲ見 ナ イ様 デ アル ガ、

之 モ亦 例 藪 ガ 少 ナ イ ノデ明 言 ヲ揮 ル.

更 二豫 後 別(重 症 拉 輕 症 例 〉二考 究 シテ見 テモ、

日満 居 住 者 間 二 差 ハ ナ イ様 デ ア ル.

第三節 入學 當初 「ツ」反鷹陽、陰性者 ノ罹患拳拉罹患疾病 ノ種類

從 來 ザヅ」反 癒 陽性 者 卜陰 性 者 トノ結 核 罹 患 二封

ス ル比 較 研 究 ハ 内外 共 二紗 クナ イ.外 國 二於 テ

ノ・、 看 諸aew・:ny於ケルHeimbeck軍F&・=於 ケル

Franz,Arborelius第 一次 隊 洲 大 職 募 加 兵 士e一

就 イ テ ノHayek其 ノ他Hamburger,Fr6h-

lich,Andersen等 ノ記 載 ガ ア リ、 我 邦 二 於 テ

ハ 、 海 軍 胸 膜 炎 二款 テ ノ上 田、 海 軍 二於 ケル小

林,氏 家 、 陸 軍 胸 膜 炎 二 就 テ ノ有 馬 英 二 他 二氏 、

第14表

看諸婦二於 ケ,t太縄、石田、貴島及舳松、寺島

結核慮女地轟於 ケル悪性結核 ノ毅生二就 テノ有

馬頼吉他一氏、同 ジク村邑 ノ未感染者二於 ケル

重症結核 ノ癸生二就 テノ佐藤、其 ノ他柴田等諸

氏 ノ報告ガアルガ、其 ノ成績ハ必ズ シモー致 セ

ズ シテ各人各設、魑々ノ結果ヲ基 ゲテ居ル。然

カシ以上内外諸先賢 ノ文獣 テ要約 スレバ、概 シ

テ肋膜炎ハ「ツ」反癒陰性者二多ク奨 シ、肺結核

結 核 性 疾 患 羅 患 者 表

_{

計}14518

牒{響l!l…ll鎌
}'1国 ズか 査15%強14糎2・1111115!1・2

--1-i--i-一L-一 一一一 一 一 一}

亙L拠 塑∴ ∴-91£E三i_銀 ユし」L巴 ⊥2
12%強 …6'1… ・/1 1 26測4123

備 考 同 一 人 ニ テ2個 以 上 ノ疾 患 ヲ具 有 ス ル モ ノア}}cr
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ハ 陽 性 者 二歩 ク髪 ス ルガ 、急 性 重 症 結 核 ハ陰 性

者 二 歩 ク嚢 λル トナ ス二者 が 多 イ様 デ ア ル.

余 ノ調 査成 績 轟 就 イテハ第14表 二 示 ス様 二、

調 査:全員145名 罹 患 者18名 、 罹患i率12'・1彊i

新 入時 「ツ」皮 癬 陽性 者72名 、 罹 患 者11名 、罹

患 …傘151%「強.

新 入 時 「ツ」反 照陰 性 者73名 、 罹 患 者7名 、 罹

患 率9.6乞,弱 、

デ アツ テ、 罹 患 率 ハ 陽 性 者二 明 力轟 多 イ.

然 カ シ蔽 チ ニ此 ノ結 果 ヲ以 テ常 」 ヅ」反 鷹 陽 性

:者二罹 患 率 が 高 イ ト速 断 スル コ トハ 早 期 デ ア

ノ%此 ノ事 實 ノ示 シ得 ル ・ハ満 洲 二於 ケ ル若 年

女 一rノ発 病 ∴閣 シ テ初感 縛 夢違種 結 核 が少 ナ イ ト

云 フ コ トノ 要論止 マ ル。 何 トナ レバ 余 ノ比 較 的

短 期 間 内 ノ観 察 轟於 テハ、 「ツ」反 鷹 陽 性若 年 者

ハ 時 期 恰 カモ第 二次 結 核 ノ嚢 現 期 二相 常 シテ居

ル者 多 ク満 更饗 病 シ タ∴過 ギズ、 陰 性 者 ㍗難 モ

今 暫 ク/陽 輔後2-3年)ノ 時 チ貸 セバ 第 二次 結

核 チ惹 起 シテ依 然 患 率 が増 加 人ル カ モ知 レナ ィ

カ ラデ ァル.即 チ今 後 数 年 ヂ経 テ陽1・t者ノ罹 患

率:ガ爾 ホ増 加 λル カ或 八比 較 的停 止 シr陰 性者

ノ夫 レが増 加 シ前 者 ト略{同 様 轟 ナ ル カr夫 レ

ヲ凌 駕 乳ル カ、 又 ハ依 然Dテ 低 イ ガ等 ユ 由 ッ

テ再 検討 サ レネ バ ナ ラ ナ イr而 モ其 ノ際 ハ 陽轄

年 齢(二 漸 次 大差 ヲ 生=ズル コ トニ モ ナ リ得 ル ノ

デ!ト 蕨 病 ト イフ様 ナ づ トモ 附 随 的 轟 考 究 サ レ

ネ バ ナ 膨マ イ齢

サ ハ ア レ余 ノ検 査 セル期 間蛇 二範 園 轟於 テ ハ1

従 来 ノ陰 性 音 溝 多 イi竜 惧 セ ラ レタ初 感緬{側 生

結 核 及 ビ其 ノ急 性 悪 性 重 症 型 ノ奨 現 ハ1例 モ経

験 シナ カ ツ タ コ トテ特 二明 記 スル農 但 シ急 性 悪

性 重 症 結 核 が初 感 緬 護 性 結 核 一軸基 クモ ノモ無 論

ア ラ ウが 叉一 面 初 感 染 結 核 治 癒 後 引緬 キ短 期 間

内 ユ 外 來 性 再:感染 ヲ 受 ケ テ 磯 病 ㍗ しコ トモ ァ

リt偶U之 レが 短期 間 内 二 起 ル爲 メ ー姶 モ多 ク

初 感 纏{後牲 結 核 ノ如 ク思 バ レル・ノデハ ナ イ カ ト

余 ノ從 來 抱 イ テ来 々私 見 二封 スル誇 明 君 シ ク八

反誰 ハ例 症 が少 ナ ィ爲 メ例 レモ 未 デ的確 ∴得 ラ

ル ル エ ハ至 ラナ イc只 早期 浸潤 カ ラ進 展 シタ ト

思 バ レル急 性 悪 性重 症 結 核/一 〉及 ビ慢 性

幡 急 性 乃 至 亜慢 性 ト云 フペ キ カモ知 レナ イ)、

重 症 肺 務f及 〉ノ3例 ハ 此

ノ間 何 等 カ ノ示 唆 ヲ與 ヘ ル モ ノ ト云 ヒ得3ウ.

次 ギ ニ個 々 ノ結 核 性 疾 患 三献 テ考 察 ス レバi肋

膜 炎 ハ陽 性 者72名 中4例 、 陰 性 κ73老 中2例

糞 現 シテ居 ルc蓋 シ陽性 者 轟 多 イ黙 ハ 先 輩 諸 氏

・成 績 ト相 反 ス ル所 デ アル.叉 若 子 興 味 アル事

實 ハ 凡 テ右 側 罹 患 デ アツ タ コ トデ アル.腹 膜 炎

及 ビ驕 膜 炎 ハ賜 姓 者二 ・各1例 之 ヲ見 劣バ.

脊 椎 「カ リェ 勺 、 腎 結 核 等 ノ肺 外 結 核 ハ陽 性 者

二1例 之a}見 劣(同1勺,

活 動 牲 傭 昧 的 ⇒ 肺 門淋 巴腺 結 核 ハ 陽 陰 性 者 誤

答1例 宛 薩 現 シ タ.

早期 浸 潤 ハ陽 性 者 轟5例 、 陰 性 κ 戯1例 幾 年 シ

賜 姓 者 二断 然 多 イ.

急 性 悪 性 重 症 結 核 ノ1例 ハ批 亦 陽 性1者中 ヨ リ蕨

生 シテ居 ル.

各種 肺 浸潤 蚊 気 管 枝 周 園 結 核 八 隅陰 性,者 二各2

例 出現 シ タa

随 伴 性 肋膜 炎 ハ陽 性 者 二1例 見 ラ レ タ.

肺 炎 結 核 八 隅 、 陰 性 者 二各1例 現 患 シタc

肺 尖 加 答 児 ハ陽 性 者 二1例 、 陰 性 者 二2例 之 華

兇 タ.

以 上 ヲ通 覧 乳ル 轟、 肋 膜 炎 ト早 期 浸潤 ノ獲生 が

最 モ 多 イ様 デ アルc而 シテ後 者 ノ事 實 ハ若 年 女

子 轟 アツ テノ、再 感 染 ノ機 會 拉 危 険 ノ多 イ事 ヲ暗

示 シテ居 ル.急 性 結 核 ノ1例 呼始 メ トシテ豫 後

不 良 ノ重 症 結 核 性 疾 患 ハ 多 ク入墨 常 時 「ツ」反 癒

陽 性 者 二糞 生 シテ居 ル.此 ノ購 モ亦 肋 膜 炎 同様

従 来 ノ文 献 ト相 反 ス ル成 績 ヲ呈 示 シテ居 ル.

第 四節 螢病 ト季節 トノ關係

1月1/右 肺尖結核

2月1)有 漏1性肋膜炎 個 年5月 結核性畷膜

炎ヲ併覆、6月 死亡>

3月1)肺 門淋巴腺結核兼有1熱性肋膜炎 醗
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4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

年 ユ2月膝浸潤 テ惹起1

2/函 肺尖早期浸潤→開放性慢牲肺跨

;s}賛 鎮骨下早瑚浸潤

1]右{無 性肋膜炎 → 友肺尖結核/翌 年6

月死亡>

2)肺 浸潤(氣管支周園結核)

1>左 鎮骨下早期浸潤

2>左 肺尖早期浸潤→開放性急性悪性肺

霧→随俘性肋膜炎 ゼ同年10月 死の

3)肺 尖加答見

1ノ 盲潔…姓肋膜炎

2)左 鎖骨下早甥浸潤

1}右 葉縁早期浸潤→肋腹膜炎(同 年11

月死亡)

1)肺 門淋巴腺結核

無 シ

無 シ

11月

12月

1♪ 脊椎「カリエ 勺兼腎結核

2)肺 尖加答見

3》 右漁性肋膜炎

1)肺 尖加答見

以 上 ノ様 二概 シテ春 季 二 爽病 者 ノ多 イ コ トハ、

同 ジ ク春 季 二 「ツ」反 癒 ノ陽 轄 者 ノ多 イ コ ト ト共

二興 味 ア ル事實 デ アル ガ例 症 ノ少 ナ イ爲 メ確 實

ハ期 シ難 イ鋤 各疾 患 別 二 就 テ ・・、 肋 腹炎 ハ概 シ

テ春 夏x多 ク、 早 期 浸 潤/急 性 結 核 ノ1例 テ含

ム)ハ 春 夏 殊 二 春 季 二 多 久 各種 肺 浸潤 、 肺 尖

結 核 、 肺 尖 加 答 見 等 ハ … 括 シテ春 冬 二 多 イ様 デ

アル ガ 何 レモ 少 敷 例 ノ爲 メ 確 實 性 テ 訣 イテ居

ル.寺 島 氏 ハ肋 膜 炎 ハ 冬 多 久 肺 結 核 ハ 春 夏二來

ル檬 デ ア ル ガ例 藪 少 ナ ク確 言 シ得 ナ イ ト言 ヒ、

小 林 氏 ハ晩 春 初 夏5月 、6月 ノ候 二特 奨 牲 胸膜

炎 ガ 多登 ス,レ ト言 ツ テ居 ル.
懲

第五笛 ジ 反慮陽性鱒化時若 シクハ入學時 ト糞病時 トノ時間的關係

・LiSi核感 染 瓦1
,核姓 疾 患 競 病 ト ・間 ノ時 間 的 考 察

一多文 献 二漁 ルニ
、Wallgrenハ 、 「アwレ ギーJ

ハ結 核 感 染 後1-2ケ 月後 二蕨 生 シ.肋 膜 ノ過 敏

黙 態 ハ 「ア レル ギー 瑳 生 後3-6ケ 月 デ起 ル カ

ラ結 局 「アLル ギー」性 肋 膜 炎 ハ結 核 初 感 染後4

-Rケ 月/即 チ 此 ノ期 間 ガ 所 謂 肋膜 炎 準 備 期 デ

ア ・リ デ起 ル コelガ 多 イ ト イヒ、小 林氏 ・い ヅ」反

鷹 ガ最 モ 彊 度 二 出 現 ス ル時 即 チ第2期 ノ比 較 的

初瑚 二 駒膜 炎 ガ最 モ 多 ク嚢 生 スル ト1ヒ 、 海 軍

胸膜 炎108例 二就 テ3例 ハ確 力∫ ツ」反 癒 陽 轄

後35日 乃至13⑪ 日 ノ潜 伏 期 デ 経 テ 磯 病 シ叉3

例 ハ67日 乃 至120日 以 内 ノ 潜伏 期f経 テ礎 病

シテ居 リ、 其 ノ他 ノ諸 例 二於 テモ 亦 同檬 デ アヅ

タ カ モ知 レナ イ.要 之 滲 出 姓 肋 膜 炎 ハ結 核 感 染

後 籔 ケ月 目 二覆 病 スル モ ノ ガ多 イ ノデ ヂ ラウ ト

思 ハ レル ト結 論 シ、 氏 家 氏 ハ轟 兵 二 於 テ結 核 哲三

疾 患 罹i患時 期 ハ 入 團 後2ケ 年 日罹 患最 モ 多 ク、

肺 結 核 、 肺 尖 炎蛇 慢 牲 氣 管 支 炎 二就 テハ 何 レモ

入 團後1ケ 年 目罹 患 最 モ 多 ク 逐 次 減 少 シ、 胸

膜 炎 二 軌 テハ2ケ 年 目罹 患最 モ 多 久1ケ{ザ 目

3ケ 年 目 ノ順 デ ア ツ テ コ レハ菅 原 氏 ノ統 計 トモ

… 致 シテ 李 均 結 核 感 染 ヨ リ2ケ 年 内外(或 ハ3

年/ラ 要 ス ル モ ノ ト 思 ハ レ ル、但 シ 此 ノ申aハ

再 感 染 轟 ヨ ツテ 糎病 シ タ者 モ 存 在 ス ル ト設 ク、

叉 一寺島 氏 ノ 看護 婦 二 於 ケ ル 「ツ」反 癒 陽姓 者6

例 、陰 性 者7例 計13例 ノ罹 患 者 二戟 テ ノ調 査 ニ

ョ レバ肋 膜 炎、粟 粒 結 核 ハ 入 學後1ケ 年 以 内 二、

肺 浸 潤 ハ1-3年 ノ間 二、肺 結 核 ハ約1年 後 二蕨

生 シ タ 整云 フ。

余 ノ 看護 婦 生徒 二 於 をル調 査 ノ結 果 ハ次 ノ通 リ

ア ア ル ゆ

以 上 ノ中 第13例 、 第16例 、 第18例 二 於 ケ ル

ifツ」反 癒 陽轄 期 ト 凝病 トノ 時 間 的 關 係 二 就 テ

ハ 、 一 見 奇 異 ノ感 ガ ア リ、 石可 解 ナ様 デ ァル ガ

之 二 關 シテ ハ既 二病 症 例 ノ項 デ種 々考 究 シ テ解

繹 ラ加 ヘ テ置 イ タ.

以 上 テ通 覧 スル ニ、 余 ノ観 察 期 間 内 二於 テ結 核

性 疾 患 ハ 入所 後1ケ 月 以 上2年 ノ間 二概 シ テ何

時 ニ テ モ獲病 シ得 ル モ ノ ノ様 デ ア,む.葡 シ テ此

ノ集 團検 査 二於 テ半 ケ年 斗繰 過 乙 タモ ノハ4畢
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ヂヅ」反 櫓 陽 性 者 欝 癖 ノ登 病

1)一
2)一

41一

5)一
6)一
7)一
8)一

9)1

10)

11・

脊椎iカ リエ ス 」兼 腎結 核

肺門淋巴腺結核
↓

右灘性肋騨炎

肺 浸 潤

右温性肋膜炎
↓

結核性膿膜炎

左肺染早期寝潤
↓念性

開放性肺瘍黛

随作性肋膜炎

右灘性肋膜炎

看肺尖結核

右鎮骨下浸潤

雨肺尖早期浸潤
↓慢

性開放性肺瘍

肺尖加答免

左鎮骨下浸潤

右中野浸潤
↓

肋腹膜炎

入 所 後

7ク 月牛

11ケ 月

1年4ケ 月

1年9ケ 月

10ヶ 月牛

1年1ケ 月 牛

ユ年1ケ 月

1年2ケ 月

1年3ケ 月

1年5ケ 月 牛

5ケ 月

1ケ 月

2ケ 月

3ケ 月

3ケ 月

陽 性 狡 見 後

7ク 」1牛

11ケ 月

1年4ケ 月

1年9ク 月

10ケ 月牛 野

1年1ケ 月 牛

重年1ケ 月

1年2〃 月

1年3ケ 月

1年5ケ 月牛

5ケ 月

月

痔

月

月

ケ

嗣

ケ

ケ

烹

殆

1

1

ギツ」反 晦陰 性 者 欝 リ ノ獲病

12ノー

13)一

14)一

15.1一

16・一

171-

18・一

右鎮骨下浸潤

肺門淋巴腺結核

右灘性肋膜炎
↓

左肺尖結核

肺 浸 潤

氣管枝周園結核)

肺尖加答兄

右灘性肋膜炎

肺尖加答兜

級 、1年 ヲ経 過 シ タモ ノノ・3學 級 、1年4》 纒

過 シタ モ ノハ2學 級 、2年 テ経 過 ジ タモ ノハ1

學 級 ト 尺員漸 減 スル ニ モ拘 ラ ズ、 各時 期 二於 ヶ

ル獲 病 者 撒 二大 差 ノナ イ ノハ 少 ナ ク トモ大 約2

年 間 ノ経 過 轟於 テ ハ實 際 ハ ぐ各 時期 二 於 ケル人

員 二封 入ル黄 病 者 ノ縫病 百 分 傘 ヲ掲 ゲ ノも迄 モ ナ

グ〉罹 患 率 月 テ追 フ テ 漸 増 スル コ トテ示 スモ ノ

ア ア ルo

叉各疾患別二考察 スル ト1陽 轄期ハ不確實デア

入 所 後

1年1ケ ∫1

4ケ 月

6ケ 月

11ケ 月

1年 牛

2ケq

1年2ケ 月

7ケ 月

陽性樽化 後

1ケ 月乃 至1ケ 年

陽樽 前9ケ}1乃 至陽轄 後3ケ 月

同時乃 至5ケ 月

5ケ ル乃至10ケ 月

11ケ 月乃 至1年5ケ メ{

陽轄 前5ケ 月乃至陽轄 後!ケ 鷲

40H乃 至7ケ 月

陽縛前5ケ 月牛乃至1年 ユ屑1

ル ノデ便 宣:上入 學 時 カ ラ算 定 ス レバ 、 肺 門腺 結

核 ハ入 所後 撒 ケ月 乃 至1年 以 内 二覆 生 シ、 肋膜

炎 ハ概 シテ孚 ケ年 乃 至1年 掌 二蕨 現 シ前 蓮ン 様

二推 定 ス レバ特 二1年2ケ 月 乃 至1年4ケ 月 ユ

最 モ 多 イ様 デ 劾 レ.早 期 浸 潤 ハ2、3ケ 月 カ ラ牛

を年 更 二1年 以 上1年 宰 二於 テモ 出現 い%肺

3ミ結 核 及 肺 浸潤 ハ1年 前 後 カ ラ1∫罫牛乃 至2年

近 クニ護生 ス ル コ トガ 多 久 早 期 浸 潤 ヨ リ移 行

シタ慢 性 肺 務 ハ此 レ ヨ リモ早 ク獲 現 シ タ場 合 そ
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ア ツ タ,,肺 炎加 答兜 ガ1峯2ゲ 月 カ ラ7ケ 月 ノ間

轟 螢 現 シテ雇 ル ガ、 此 ノ中 ニ ハ晩 期 型 ノ モ ノデ

ハ ナ ク或 ハ初 感 染症 状 デ アツ タ カモ知 しナ イモ

ノモ含 ンデ居 ル。結 核 性 腹膜 炎 ハ3ケ 月.結 核

性 購 膜 炎 ハ1年1ケ 月牛 、 胸 権 「カ リエ 勺 兼 腎

結 核 ハ7ケ 月 牟 デ叢 病 シテ 居 ル ガ 各1例 宛 二過

ギ ズ不 確 實 デ アル窃

総括、考按拉結論

以 上 デ繕 括 ㍗ レニ、 余 ・・大 連 醤 院 附 輪 看 護 婦 養

成 所 二 入所 シ來 ツ タ5學 級145名 ノ看護 婦 生徒

一:・・就 テ、 少女 期 ヨ リ漸 ク成熟 期 ユ 入 ラ ウh-1.IL

若 年 女 子 ガ病 院 内生 活 中 二如何 ニ シテ結 核 二感

染 シ、 如 何 ナ ル時 期 二 歩量病 シ、 病 勢 如 何 二進 展

スル カ等 テ究 メ、 延 ヒ テハ其 ノ封 策 郎 テ探 用 看

護婦 ノ身 罷 的 條 件及 ビ入 所後 ノ結 核 護 病 豫 防 二

關 スル 指 針 トモ ナサ ウ ト シテ、 新 入所 時 及 ビ

其 ノ後 陰 性 者 二封 シテハ 孚 ケ年毎 二陽 韓 テ見 ル

迄 反 覆 ッ」反癒 検 査 チ行 ヒ、 叉 同 時 二新 入 所時

及 褒 病 峙 轟 反覆 胸 部 ギい 検 査 斗施 シ、 長 キ ハ満

2年 一・・一亙 ツテ健 康 状態 ノ観 察 墜緬 を以 上 ・成 績

チ得 タゆ 而 三テ 各i;塔 節 轟於 テ騎 時 内1溌 賢 ノ

文 獣 テ引 用 シテ之 ト比 較 研 究 シ種 々考按 一噸1へ

結

1>入 所 常 時 ノ各 期 生 ノ李均 年 齢 ハ各満18歳 、

入所 當 時 轟於 ←ル 「ツ」反 鷹 陽 性 傘 ハ各85.2つ6、

48.1勉 、37.0?..f、37,5%、43、8%デ ァ ル.日 満

居 佳 者 鶏 陽 性 率 ハ不 定 ヂ ア ル,年 齢 別 陽性 峯 ハ

概 シテ年 長 者 二高 イ.成 長 地 都 鄙 別 陽牲 寧 ハ不

定 デ アル.

2>入 所 時1一ツ」反 慮 陰 性 者 二封 シテハ 半 ケ年 短

二 反覆 検 査 テ行 ヒ相 當 傘 デ以 テ陽 性 轄 化 ノ行 ・・

レル ノ ナ知 ツ タ。 而 シテ此 ノ際 ノ陽 韓 ハ期 カ ル

若 年 者 二 在 ツテハ 主 トシテ結 骸 初 感 染 二 因 ル モ

ノ デ ア ル。 陽 轄 ハ秋 季 ヨ リモ春 季 二 多 ㌔ 陽轄

二封 ス ル併 セ テ霰 病 二封 ス ・レ感染 源 ハ寮(看 護

婦 寄 宿 金 自治 寮♪内 ニ ハ無 イ.

3>陽 性 韓 化 ノ情 況 ハ 大 多 籔 ハ突 如 彊 陽 性 トナ

リ、 小 数 ハ弱 湯/生テ示 シ叉 同 ジ ク少藪 ハ薄 ドツ」

液 ノ濃 鹿 二關 係 シ千倍 液 ニ テ疑 陽 性 、 百培 液 ニ

テ賜 陽 性 ヲ呈 シタ懸 但 シ千 倍 液 疑 陽 姓 ガ百 倍液

タ結 果次 ノ結 論 二到 達 シ タ.

蓋 シ看 護 婦 ナ ル職 業 ガ、 「ツ」反 懸 ノ陽轄 二頗 ル

好 都 合 ナ結 果 テ示 シ タ コ トへ 諸 豪 ノ實 験 成 績

ト余 ノ夫 レ ト符 合 『ヘル慮 デ、 此 黙 其 ノ保 健 封策

上 鎭 重 二考 慮 セ ラ ルベ キ デ アル ガ、 他 方 余 ノ獲

タ成績 二於 テ、 入 學 時 ノ「ツ」反 慮 陽 牲 者 ガ結 核

ノ罹 患 駿 病 ニー見 好 都 合 ノ様 二見 ユ ル事 實 又 入

墨 時 ノ「ツ 反 癒 成 績 ガ 日満 居 住 者 間 二差 異 ラ示

サズ 而 モ満 洲 居 住者 ノ罹 患 卒 ガ稚 ミ高 イ黙'・、

更 ニー 履 愼 重 ナ検 討 テ要 スベ キ虐 デ、 輕 々以 上

ノ成 果 テ以 テ看 護 婦 採 用 二封 ス ・L縄封 ノ資 トナ

サ ウ トス ・しゴ トハ巌 二戚 ム可 ク、 ソバ更 二例 テ

増 シ年 畢経 テ ノ観 察研 究 ノ結 果 二基 礎 ゾ ← ラ レ

ル可 キ デ マ ル.

論

デ強 陽 性 テ示 ス コ トハ ナ イe叉 「バ ラ レル ギー-」

ノ1例 テ除 イ テ千 倍 液 陰 姓 者 ハ 百倍液 デ モ鴬 二

陰 性 デ ア'ソ ㌣ノニ 反 シテ 千倍 液 疑 陽性 者 ハ 凡 テ

百 倍液 弱 陽 性 者 デ アル黙 カ ラ千倍 液 疑 陽 牲 ハ實

際 ハ 陽 性 ト認 ム ベ キモ ノ ト思 考 スルe1度 陽韓

シタ者 ハ其 ノ後 モ殆 ド同程 度 ノ陽 性 度 テ緬 牟ル

つ トヲ知 ツ タ。

4)實 験 例 ハ 少敏 デ ア ル ガ陰 性 韓 化x・ ハ遭 遇 シ

ナ カ ツ タ癖

5>「 ヅー反 鷹 ノ強 弱 ト褒 病 頻 度、 羅 患疾 病 ノ種

類 及 豫 後 トノ閤 ニ ハ何 レモ… 定 ノ關 係 テ認 メナ

イ伽

6)入 所 當 時 ・省護 婦 生 縫全 員145名 二就 テ、

其 ノ胸 部 「y」線 像 テ入 所當 時 幽ッ」反 慮 陽 牲 健 康

者72名 、 陰 姓 健 康 者73名 轟分 類 比 較 的研 究 ス

ノレニ 、

1。rレ ∫線 像 全 ク正常 ナ者 ハ 「ツ 反 慮 陰 性 者A
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遙 力 諺 イ雌 シ陰 儲 一 モ吻 線病 的 慶 化像

ヲ認 メル づ トガ ア リ又 陽 性 者 轟 モ「レ」線 像 全 ク

正 常 健 康 ナ モ ノガ アル.ヂ ツ 反 磨 、 「レ 線 像 共

轟陰 性 薄 ハ繕 封 的 汐 衿 レギ・-」ト認 ム冠 キ デ ア

ノレ壱

ll.毛 髪像 ハ陽 性 者 ユ梢 々多 イ.大 半 ハ生 理 的

毛 様 線 ト看 ル可 キ モ、 少藪 側 轟於 テ葉 間肋 膜 炎

ノ遺 残 像 テ疑 ハ シ ム ル者 ガ 距 ソタ.

皿.初 期 浸 潤 乃 至軟 件 初 期 症 状 群 ハ1例 モ 見ナ

イ。

IV.灰 化 初 獲櫃 乃 至硬 性 切期 症 状 群 ハ陽性 考轟

甚 グ多 イ.陰 性 者 二 存 スル 少籔 例 ハ 傷 挫 ア 不

ル ギ ーリ ト解 セ ラ レル.

V.肺 門 淋 巴腺 結 核 ハ 場 性 者 一ew:一多 イas輕 度腫 瘍

型 ガ大 孚 テ 占 メ、輕 度 肺 門 炎 型 モ若 干 アツ タガ、

炎 衝 型 ハ無 ㌔ 陰 性 者 二 存 入ル場 合 ハ 不 全 「ア

レル ギ ー」若 シ クハ 陽1型 ア 衿 レギー 蛭 解 スベ

キデ ア ラ ウ.

VI。 第 二 次 結 核ua由 來 ス ル ト思 ハwv肺 野 ノ石

灰 化 竈 ハ 陽性 者 エ2例 陰 性 者 二1例 之 テ 認 メ

タ。 後 者 ハ 陽性 「アネ ル ギー 蛭 思 ハ レ ル.

Vll.定 型 的血 行 性 撒布 結 核 ノ例 ハ無 イ,,

伽.滲 出性 肋 膜 炎像 モ無 イ.

IX、 肋 膜 腓 砥 ハ 凡 テ輕 度 ノ癒 着 像yシ テ陽性 者

,二稻 ≧多 ク 見 ラ レル燈 陰 牲 者 二存 スル場 合 ハ陽

性 「ア ネ ル ギー 」ト考 ヘ ル。

X.肺 尖 肋膜 瞬豚 稼 ハ無 イ,,

XI.早 期 浸 潤 ノ2例(左 蹟 骨 下浸 潤 及右 襲縁 浸

潤 〉ハ何 レモ陽 性 者 二獲 見 サ レタ轟

麗.増 植 型 乃 至硬 攣 型 浸潤 像 ハ 陽 牲者 二6例 陰

牲 者 二7例 殆 ド同奪 二焚 見 セ う レ先 而 シテ斯

ス ル病 髪 ノ ア ル際 ニ モ筒 ホ「ア ネル ギー。ガ 在,レ

ノ テ知 ヅ タ。

潮.混 合 型 浸 潤 像 ハ 陽 、陰 種 者 二 各2例 之 テ認

メ タ。斯 カル病 攣 ア ・t際sモ ケ ネル ギー」ガ存

スル ノハ注 目 スベごキ事 象 デ デル.

XIV.滲 出型 浸 潤 例 ハ無 イe

XV.室 洞 例 モ之 厩 見 ナ イ.

以 上 テー 括 シテ毛 髪像 、 所 見陰 性 者 、 肺 門 淋 巴

腺 結 核 ガ最 モ多 ク、 全 テ 騰包含 入ル石灰 化 竈 、

檜 頻 型 乃 至硬 攣 型 浸 潤 、 肋縢 勝腿 ガ之 二次 イデ

屡 ル.

7)其 ノ後 ノ胸 部 痔 」線 像 ノ推 移 テ追跡 ス レバ

1.1㎜ レ」線 像 全 ク正 常/ノ 儘/デ 、 南 モ臨林 的 二

結 核 性 疾 患 護 病 者 ト看 倣 サ レタ者 ガ6例 アツ テ

凡 テ陰 牲 者 二見 ラ レ タ,,其 ノ中3例 ハ其 ノ際 湯

牲 轄 化 テ伸 ツ テ居 ル ガ他 ノ3例 ハ 依 然 陰性 デ ア

ル肇 之 二就 アハ 種 々 疹究 シ タ。

ll.毛 髪 像 ノ増 加 ガ相 常 見 プ レ、 陽性 者二其 ノ

増 加 率 ハ 高 禰.陰 牲 者 轟 出現 ス ル時 ハ其 ノ際 必

ズ 陽牲 轄 化 ヂ件 ツナ 居 ル.

m.初 期 浸 潤 乃 至軟 牲 初期 症 状 群 ハ 依 然 見 ラV

ナ イ心

IV.灰 化 初 磯 竈 乃 至 硬 性 初 期 症 歌 群 ハ 陽牲 青 二

2例 檜 加 シ タ。

V.肺 門 淋 巴腺 結 核 ハ多 ク陽 牲 者 蕊檜 湘 シ、 陰

性 者 二畿 ス ル時 轟 ハ 凡 テ陽轄 テ作 フ燈

VI.第 二次 結 核 二由 來;ヘ ル ト思 バ レル灰化 竈 ノ

檜 加 ハ無 イ.

V皿.血 行 撤 布 ノ出現 二未 グ遭 遇 シナ4e

V皿.滲 出牲 肋 膜 炎 ハ 陽性 者 二2例 陰 牲 者 二2例

出現 シ後 者 ハ 其 ノ際 陽轄 シ 食。

IX.肋 膜 瞬 腿 ハ 多 ク陽性 者 二増 加 シ、 陰 姓 者 二

王見出 ブ、ル際 轟ノ、睡易韓 ヂ作 フ趣

X.肺 尖 肋膜1併腿 例 ヲ未 グ見 ナ イ轟

XI.早 期 浸 潤 ハ 陽牲 者 二3例 、 陰1生者 二1例 ノ

増 加 ガ ア リ、後 者 ハ其 ノ際 陽 轄 ラ俘 フ.

X皿.増 殖 型 乃 至硬 攣 型 浸 潤 ハ陽 性 者 ユ 碇4例

ノ}曾加1チ貌Lタe

X皿.混 合 型 浸潤 八陽、陰 性 者 二 各2例 宛増 茄 シ、

そ麦者 ハ典 ノ際 陽 轄 シ タゥ

XIV.滲 出型 浸潤 ハ 初 メテ陽 性 者 ニ ノ ミ2例 出現

シ タ¢

XV.空 洞 ノ出現 モ 初 メ テ陽 姓 者 ニ バ2例 之L'

見 タ.

以 上 第 ・括 シテ肺 門淋 巴 腺 結 核 、 肋膜 勝 腿 ノ増

加 ガ著 明 デ マ リ、 叉 滲 患 性 肋 膜 炎、滲 患 種 浸 潤 、

空 洞 等 ノ著 明 ナ剣 ヒガ新 タニ 出現 シ 々.叉 病 的

ダレ」線 塗 化 像 ハ陽 種 者 工9yク 獲}鍵 シ
v陰 桂 者 轟
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礎現 スル際ニハ凡テ陽性轄化 ヲ俘 ツテ居 膨啓更

二叉滲出性浸潤、塞洞等 ノ特 二著明ナ攣化ハ陽

牲者ニ ノミ奨 シ、早期浸潤 モ多ク陽性 者二幽現

シ セ.

8)滲 幽姓 肋 膜 炎、 早 期 浸潤 、 滲 出性 浸 潤 及 室

洞 等 ノ著 明 ノ病 的 「レ」線 攣 化 像 ノ アル 際 ニ ハ

「ッ。涙 癒 ハ100%陽 性 テ呈 シ、 爾 鹸 ノ秘 化像 ノ

アル際 ニ モ 多敷 ハ 陽牲 子示 ス。 又 「レ」線 像全 ク

正 常1・思 ハ レル 場 合 ニモ35%ノ 「ツti反鷹 陽性

傘 テ示 ス ノヲ見 タ.

9>豫 期 二 反 シ初 感練 凝 匪浸 潤 ト認 ム ベ キ登 病

症 例 ハ無 イ.

10)早 期 浸 潤 ヨ リ急 性 悪 牲 重 症 結 核 、 慢 性 重 症

肺 霧 等 ノ惹 起 例 デ見 タ.

11>早 期 浸 潤 獲碍 ノ際 ニ モ胸 脇 内淋 巴 腺 ノ腫 脹

テ 袈 ス コ1・ガ アル ノテ1例 二於 テ實 諦 シ タ。

12)集 團 検 査 開 始 後 満2年 二 於 ケル調 査 ∴依 レ

バ全 員145名 、 罹 患者18名 、 罹 患e・112・i,デ ア

ル.疾 患 別 二観 ル ト肋 膜 炎 ト早 期 浸 潤 ノ登 病 ガ

最 モ多 イ。

叉 日満 居 住 者 別 罹 患 卒 へ 日本 在佳 者92名 、罹

患 者10名 、 罹 患 寧11%、 満 洲 在柱 者53名 、 罹

患 者8名 、 罹 患 率15%デ ァル。邸 チ後 者 ガ梢 ζ

高 奪 テ示 ス。 但 シ疾 患 別 及 ビ豫 後 別 ニハ 日満 居

住 者間 二差 異 ヲ見 ナ イ、

更 二新 入所 時 ノ「ツJ反 慮 陽、陰 性 者 別 罹 患 傘 ハ、

新 入 所 時 「ツ 」ズ慮 陽 性 者72名 、 罹 患 ・者11名 、

罹 患 率15%、 陰 性 者73名 、 罹 患 者7名 、罹 患

傘9.6場 デ アルe即 チ罹 患 率 ハ陽 性 者 二高 イ。

之 ガ理 由 二就 テ種 々考 究 シ タ.各 疾 患 別 二考 察

スル ト(13--17>ノ 如 クデ アルe

13>肋 膜 炎 ハ 新 入所 時 「・ソ」反 癒陽 姓 者 蕊 多 ク!獲

生 シ タ.

14)早 期 浸潤 モ 入所 時 …ヅ1反 慮 陽性 者 二 多 ク嚢

現 シ タ,

15)急 姓 悪 姓 重 症 結 核 ノ1例 ハ 八所 時 ツー丁反慮

蝪 性 者 中 ヨ リ出 現 シ タ.

16)其 ノ他 ノ重 症 結 核 性 疾 患 モ 左所時 …'ソ」反 慮

陽 性 者 二多 ク褒 生 シ タ。

17)各 種 肺 浸 潤 、 肺 尖 結 核 拉 氣管 支結 核 バー 据

シテ 入學 時 「ッ 杖 購 陽 、 陰1窪者 二殆 ン ド同率 二

磯 生 シ 便.

18)爽 病 者 ノ、概 シテ春 季 二 多 イ。 疾 患 別 二就 テ

ハ 、 肋 膜 炎 ハ概 ネ春 夏 轟、 早 期 浸潤 ハ春 夏殊 工

春 季 轟、 各種 肺 浸潤 、 肺 尖 結 核、 肺 尖 加 答見 等

八 ・括 シテ春 冬 二 多 イ様 デ ァ ル.但 シ例 症 ガ少

ナ イ爲此 レデ明 言 シ難 イ。

19>結 核 性 疾 患 ハ入 所 後1ケ 月 以上2年 ノ間 ニ
ヤ

ハ 何 時 ニ テモ起 リ得 ル モ ノ ノ様 デ アル。 而 シテ

此 ノ期 間 内 二於 テ ハ早 登 スル者 ヨ リモ順 次 晩 登

スル者 ガ 多 イ。 就 中 肋膜 炎 登 生 ノ關係 上 、 入學

後1年 牛 内 外 ノ爽 病 傘 ガ 最 モ 高 イ9R==推 定 セ

ラ レル

20)臨 鉢 的 症 歌 テ呈 一ヘル肺 門 淋 巴腺 結 核 ハ 入學

後i激 ケ月乃 至1年 以 内 轟凝 生 ス ル つ1・ガ多 イ。

21>1熱 牲 肋 膜 炎 ハ 入 墨後 孚 年 乃 至1年 牟 二糞 現

ス ル コ5ガ 多 ク特 二1年2テ 月乃 至1年4ケ 月

轟 多 イ様 二推 定 セ ラ レル。

22)早 期 浸 潤 ノ・入學 後2、3ケ 月 カ ラ孚 年 更 二1

年 以 上1年 牛 二於 テモ 議碍 スルe斯 ク ノ如 ク嚢

生 時 期 ガ概 シ テ不 定 ナ事 ハ 早 期 浸 潤 ノ艦 外 性 氣

道 性 再 感 染 説 ニ ー ツ ノ根 篠 テ提 供 スル モ ノデ ア

ル'
ゆ

23)肺 浸 潤 、 肺 尖 結 核 ハ 人墨 後1年 前 後 カ ラ1

年 傘 乃 至2年 近 クニ礎 生 ス ル コ トガ 多 ク、 早 期

浸 潤 ヨ リ移 行 シ タ慢 性 肺 瘍 ハ此 レヨ リモ早 期 二

獲 珊 ヘル 場 合 モ ア,・.
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 EY THE JAPANESE ASSOCIATION FOR  TUBERCULOSIS 

    Studien  uber die intrakutane Tuberkulinreaktion und das  Brustrontgenbild 
            bei den Pflegerinnen in der  Siidmandschurei (Dairen). 

    (Eine klinische Beobachtung der Infektion. Erkrankung und  Entwicklung 
                         der  Lungentuberkulose.) 

                                      Von 

                                 Sakae Tamawi. 

 (Aus  der inneren Abteilung des Dairen-Hospitals.  Direktor  : Dr. K.  Morinaka.'t 

    145  Schiilerinnen der dem  Dairen-HospitalangehOrigen Pflegerinanstalt wurden seit 
April 1935 zwei Jahre lang wiederholt (kurz nach dem Eintritt in die hiesige anstalt und 
dann einmal alle sechs Monate)  auf die Tuberkulinreaktion und  auch die Brust  röntgen-
photographisch kurz nach dem Eintritt und bei der Erkrankung an Tuberkulose unter-
sucht.  • 

    Die Ergebnisse sind folgende  : 
    1) Kurz nach dem Eintritt liegt der Tuberkulinpositive  Prozen tsatz bei den  Schiile-

rinnen  ungefa.hr unter  50%,  welcher sich bei den Alteren  hOher  as bei den  Jiingeren 
 zeigt. 

    Es besteht kein prozentueller unterschied  zwischen den  Schillerinne  n aus Japan und 
denjenigen in der  Mandschurei, sowie denjenigen in den  Stadten und denen vom Lande. 

    2) Durch die  halbjahrlich wiederholten Untersuchungen hat sich heraus  gestellt, 
dass die  Tuberkulinreaktion bei den  Schiilerinnen nicht  unbetrach  tlich einen positiven 

 Umschlag erfahren hat. 
    Es  scheint, das der positive Umschlag der Tuberkulinreaktion  ha  ufiger im  Friihling 

 stattfindet und,  dass die I nfektionsquelle in dem Pflegerininternat kaum nachgewiesen 
werden konnte. 

    3)  Zwisehen der  Allergieintensitat der Tuberkulinreaktion und  der  Haufig-keit  suwie 
der art der Erkrankung scheint es keine innigen  Zusammenhange zu geben. 

    4) Die  R;intgenbilder der  Br  ust zeigen bei ziemlich vielen  Schtilerinnen kurz  nach 
dem Eintritt keine  pathologischen  Verdnderungen der Lunge ,  welche bei den  Tuber-
kulinnegativen welt  haufier als bei den  Tuberkulinpositiven gefunden wu rden. 

    5) Die  R5ntgenbilder der Brust zeigen bei vielen  Schillerinnen kurz nach dem 
Eintritt einige unaktiven  Veranderungen der Lunge,  welche bei den Tuberkulinpositiven 
viel  häufler als  bei den Tuberkulinnegativen an getroffen worden sind . 

    6)  E gibt einige  bei denen aktive  Vera.nderungen  auf den Bru  stri;ntgenbildern 
 schon kurz nach dem Eintritt nachgewiesen wurden . 

    Die  Haufigkeit der aktiven  Lungrenveranderungen ist bei den  Tuberkulinpositiven 
 welt grosser als bei den Tuberkulinnegativen. 

    7) Weitere Beobachtungen zeigten,  dass auf den  ROntg-enbild  ern  nicht nur aktive
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 sondern auch unaktive  Lungenveranderungen  haufiger als vorher bemerkt wurden. 
    Die  Haufigkeit der Zunahme der  rOntgenphotographischen  Lungenveranderung ist 

bei den Tuberkulinpositiven grosser als bei den Tuberkulinnegativen. 
    Pathologische  ROntgenbilder bei Tuberkulinnegativen sind immer ausnahmlos mit 

 dem positiven umschlag der Tuberkulinreaktion verbunden. 
    8)  Wahrend eine aus der  primaren  Infektion von Tuberkulose unmittelbar entwickelte 

 Infiltration niemals gefunden wurde, hat es doch akute  bOsartige schwere Tuberkulose 
sowie chronisch-  tertiare Lungenphthise aus dem  Friihinfiltrate  gewachsen. 

    9) Die  Tuberkulinpositiven zeigen  grOssere  morbiditat an  tuberkulOsen Erkrankungen 
als die Tuberkulinnegativen. 

    Unter  Verschiedenen sind Pleuritiden  und  Friihinfiltrate  haufiger vorgekommen. 
Beim Auftritt von  Friihinfiltraten sind reaktive  Entziindungen der Brust  hOhlenlymph-
driisen nachgewiesen. 

    Unter den Tuberkulinpositiven sind schwere  tuberkulOse Erkrankungen einschliesslich 
eines Falles von der akuten  bOsartigen schweren Lungentuberkulose  haufiger als unter 

 den Tuberkulinnegativen aufgetreten. 
    Das trifft auch  auf die Pleuritiden  und  Friihinfiltrate zu. 

    Zwischen den Tuberkulinpositiven  und Tuberkulinnegativen scheint kein Unterschied 
an  morbiditat bei sonstigen  tuberkulOsen Erkrankungen vorhanden gewesen zu sein. 

    10) Die  Schiilerinnen in der Mandschurei erkrankten  haufiger an Tuberkulose als 
diejenigen aus Japan. 

    Es scheint zwischen beiden kein unterschied in der art  und der Prognose der  Tuber-
kulose zu  bestehen. 

    11)  TuberkulOse Erkrankungen sind  meistens.im  Friihling vorgekommen. 
    12) Die  zweijahrige Beobachtung hat gezeigt, dass Pleuritiden  und  Friihinfiltrate 

meistens  innerhalb einiger Monaten bis zu  anderthalb Jahren, Spitzentuberkulosen  und 
Lungeninfiltrationen meistens  innerhalb etwa eines  Jahres bis zu  ungefahr zwei Jahren 
zum Ausbruch gekommen sind.  cAutoreferat.) 

       Die  Friihentdeckung  und die Prognose der Lungentuberkulose. 

     (Das Sondersthema auf dem XIX Japan. Kongress  fur Tuberculose 
                      in Hukuoka IV. 1941.) 

                                  Von 

                             a. o.  Prof. Dr. K. Kaida. 

 Aus der III. Med. Klinik (Direktor: Prof. Dr. N. Onodera) der 
                          Kaiser.  Kyusyu-Univrsitdt zu Hukuoka, Japan. 

    Der Begriff von  „  fri_ih  " in der Lungentuberkulose  verandert sich mit dem Fortsch-
ritt der Medizin. Es ist  ein grosser  Unterschied zwischen dem Begriff von  „  friih  " in 
der  Zeit ohne  Röntgen  und dem in der Neuzeit mit  fortgeschrittener  Rentgenologie . 

    Mit dem Fortschritt der Medizin, wenn man in der Zukunft die Lungentuberkulose 
entdecken oder vermuten kann, ehe  ein  rOntgenologischer Befund sich zeigt,  und  noch 
weiter merken kann,  welcher Mensch an Lungentuberkulose erkranken wird,  und somit 

 dem Krankheitsausbruch vorbeugen kann, ehe der Betreffende mit Tuberkelbazillen 
infiziert wird, so ist dies die  Frilhentdeckung im wahren Sinne.




